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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.06㎞2

総人口　52,326人（△107） 

　男　　24,432人（△　70） 

　女　　27,894人（△　37） 

世帯数　22,264　（△107） 
3月1日現在 （　）は前月比 

どんな料理ができるかな? 
　日吉老人福祉センターで行われた男

性料理教室。三角巾にエプロン姿の参

加者は、講師に指導を受けながら調理。

テキパキとした動きと手馴れた包丁さ

ばきは主夫さながらでした。 

（２/２６　男性料理教室　P１２関連記事） 
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坊 

　
吹
上
地
域
北
東
に
位
置
し
、
山
手
、

柱
野
、
坊
野
上
、
坊
野
下
、
高
田
、

田
代
野
の
六
自
治
会
で
構
成
さ
れ

る
坊
野
地
区
。
平
成
二
十
年
三
月

一
日
現
在
、
百
十
一
世
帯
、
二
百

十
四
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
県
指
定
文
化
財
の
「
黒
川
洞
穴
」

は
地
区
の
宝
。
地
名
の
由
来
も
、

洞
穴
内
に
建
て
ら
れ
た
「
児
の
塔
」

に
「
一
乗
妙
典
讀
誦
僧
覚
尊
」
と

銘
が
あ
り
、「
竜
厳
寺
（
一
乗
院
）

の
僧
坊
（
僧
侶
の
住
居
）
の
あ
る

野
（
原
）」
か
ら
坊
野
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

歴
史
を
未
来
に
生
か
す
ま
ち
づ
く
り 

坊
野
地
区
公
民
館（
吹
上
地
域
） 

ぼ
う
　
の 

坊野地区公民館 
（吹上地域） 

▲坊野歴史探訪（健康づくり歩こう会） 

▲地区運動会「縄ない競争」 

▲県指定文化財「黒川洞穴」は地区の宝。 ▲能勢清美館長 

野
地
区
に
は
県
指
定
文
化
財
の

「
黒
川
洞
穴
」
の
ほ
か
、
西
郷

隆
盛
に
ゆ
か
り
の
あ
る
手
洗
鉢
（
ち

ょ
う
ず
ば
ち
）
や
御
座
石
（
お
ん
ざ

い
し
）、
ま
た
誓
鎧
師
（
せ
い
が
い
し
）

の
墓
所
、
床
並
城
と
五
輪
塔
な
ど
数

多
く
の
史
跡
が
あ
り
、
文
化
財
保
存

や
地
区
史
の
発
行
等
に
地
区
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

文
早
期
か
ら
の
住
居
跡
「
黒
川

洞
穴
」
や
、
縄
文
晩
期
の
「
黒

川
式
土
器
」
の
郷
と
し
て
『
歴
史
を

未
来
に
生
か
す
ま
ち
づ
く
り
』
を
積

極
的
に
す
す
め
て
い
る
地
区
。
地
区

公
民
館
は
二
十
数
年
前
に
閉
校
し
た

坊
野
小
学
校
跡
に
設
置
さ
れ
、
構
造

改
善
セ
ン
タ
ー
や
屋
内
体
育
館
も
併

設
さ
れ
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
地
区
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
、

生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
に
よ

っ
て
地
区
民
の
親
睦
も
盛
ん
。
近
年

は
「
め
ざ
そ
う
　
長
寿
の
郷
　
日
本

一
」「
笑
い
と
笑
顔
の
郷
　
坊
野
」

を
合
い
言
葉
に
、
健
康
づ
く
り
活
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

月
に
行
わ
れ
る
坊
野
歴
史
探
訪

（
健
康
づ
く
り
歩
こ
う
会
）
は
、

「
元
気
な
市
民
づ
く
り
運
動
」
推
進

を
受
け
て
始
ま
っ
た
取
り
組
み
。
毎

年
、
約
五
十
人
の
住
民
が
参
加
し
、

地
元
の
史
跡
を
歩
い
て
め
ぐ
る
こ
と

で
、
地
区
の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
健

康
増
進
も
図
れ
る
と
、
参
加
者
か
ら

好
評
で
す
。 

な
い
競
争
」
は
地
区
運
動
会

の
伝
統
種
目
。
今
年
で
第
二

十
八
回
を
数
え
た
運
動
会
の
初
回
か

ら
続
く
種
目
は
、
選
手
が
縄
を
な
う

速
さ
を
競
う
市
内
で
も
珍
し
い
競
技
。

日
ご
ろ
の
健
康
づ
く
り
が
功
を
奏
し
、

炎
天
下
で
の
競
技
で
も
皆
元
気
い
っ

ぱ
い
。
今
で
は
全
員
が
プ
ロ
顔
負
け

の
腕
前
で
、
競
技
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 月

十
六
日
に
は
地
区
を
組
織
す

る
六
自
治
会
が
統
合
し
、
坊
野

自
治
会
と
な
り
ま
し
た
。「
様
々
な

行
事
で
積
極
的
な
住
民
参
加
、
い
つ

も
笑
い
が
絶
え
な
い
地
域
で
す
。
少

子
高
齢
化
の
悩
み
は
ど
こ
も
同
じ
。

そ
れ
な
ら
、
わ
が
地
域
は
高
齢
者
が

い
き
い
き
と
過
ご
せ
る
地
域
に
し
よ

う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
区
内

全
集
落
で
〝
い
き
い
き
サ
ロ
ン
〞
設

立
が
今
後
の
目
標
。
こ
れ
か
ら
も
歴

史
を
守
り
な
が
ら
、
住
民
が
元
気
な

地
域
に
し
た
い
で
す
」 

縄 

一 「
縄 

三 



地
区
公
民
館
の
事
業
と
活
動 

　
地
区
公
民
館
に
は
、
条
例
公
民
館

と
い
う
「
館
」
を
中
心
に
学
級
や
講

座
の
開
設
や
人
材
育
成
等
を
行
う
公

民
館
事
業
と
、
自
治
公
民
館
と
い
う

自
発
的
な
組
織
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

公
民
館
活
動
が
あ
り
ま
す
。 

　
市
民
が
主
役
と
な
っ
た
地
域
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
市
民
が

ま
ず
地
域
の
課
題
に
気
づ
く
こ
と
、

次
に
そ
の
解
決
の
た
め
の
方
法
を
知

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
課
題
に
気
づ

き
解
決
策
を
知
る
こ
と
は
共
同
参
画

に
あ
た
り
ま
す
。 

　
地
区
公
民
館
制
度
で
は
、
各
種
学

級
や
組
織
・
団
体
等
の
事
業
と
活
動

を
通
し
て
地
区
単
位
の
課
題
や
問
題

点
を
明
ら
か
に
し
、
自
分
た
ち
で
で

き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
、
自
分
た

ち
で
で
き
な
い
こ
と
は
行
政
の
助
け

を
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

「
自
助
」「
互
助
」「
公
助
」 

に
よ
る
町
づ
く
り
の
考
え
方 

　
個
人
や
家
族
で
で
き
る
こ
と
は
個

人
や
家
族
自
ら
が
行
い
（
自
助
）、

個
人
や
家
族
で
は
で
き
な
い
こ
と
は

地
域
等
で
取
り
組
み
（
互
助
）、
個

人
や
家
族
、
地
域
で
で
き
な
い
こ
と

は
行
政
が
担
う
（
公
助
）
こ
と
が
基

本
と
な
り
ま
す
。
住
民
・
地
域
・
各

種
団
体
等
、
行
政
が
「
自
助
・
互
助
・

公
助
」
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、

自
立
の
精
神
を
も
っ
て
お
互
い
に
協

力
し
、
相
互
の
協
働
の
も
と
に
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。 

「
参
加
」
か
ら
「
参
画
」
へ 

（
地
区
振
興
計
画
の
策
定
） 

　
地
区
公
民
館
制
度
の
導
入
に
合
わ

せ
て
、
本
年
度
全
て
の
地
区
で
『
地

区
振
興
計
画
』
の
策
定
を
進
め
て
い

き
ま
す
。 

　
地
区
振
興
計
画
は
、
本
市
が
平
成

二
十
一
年
度
以
降
に
取
り
組
む
事
業

の
基
礎
資
料
で
あ
る
と
同
時
に
、
地

区
の
直
面
す
る
課
題
を
、
市
民
と
行

政
の
協
働
関
係
に
よ
り
解
決
の
方
向

を
探
る
、
市
民
参
画
の
事
業
で
す
。 

　
こ
の
計
画
を
策
定
す
る
目
的
は
、

各
地
区
が
自
ら
の
地
域
を
見
直
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
や
地
域

の
あ
り
方
を
再
検
討
す
る
機
会
を
設

け
る
と
と
も
に
、
市
内
各
地
域
の
状

況
を
互
い
に
把
握
・
理
解
し
、
活
動

の
活
性
化
や
連
携
を
促
進
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
市
民
と
行
政
が
相
互
に

理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
の
中
で

役
割
分
担
を
行
う
「
協
働
の
社
会
」

の
実
現
を
目
指
す
も
の
で
す
。 

話
し
合
い
活
動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す 

　
市
で
は
、
昨
年
後
半
よ
り
、
各
地

区
公
民
館
や
自
治
会
の
関
係
者
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
、

各
地
区
館
に
お
い
て
は
話
し
合
い
活

動
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
館
に
は
、

計
画
策
定
に
お
け
る
助
言
や
サ
ポ
ー

ト
の
た
め
に
、
市
の
職
員
を
配
置
し

ま
し
た
。
今
後
、
策
定
作
業
が
ス
ム

ー
ズ
に
進
む
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま

す
。 

　
な
お
、
こ
の
計
画
の
提
出
は
、
本

年
八
月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
東
市
来
地
域
の
高
山
地
区
は
、
山

間
部
に
位
置
し
、
す
ぐ
北
側
は
い
ち

き
串
木
野
市
や
薩
摩
川
内
市
等
に
隣

接
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
地
区
は
、
全
国
の
農

山
村
共
通
の
悩
み
で
あ
る
過
疎
化
、

少
子
高
齢
化
、
そ
し
て
農
林
業
の
不

振
な
ど
の
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、

こ
の
厳
し
い
現
状
を
踏
ま
え
地
区
交

流
セ
ン
タ
ー
を
話
し
合
い
活
動
の
拠

点
と
し
て
村
づ
く
り
運
動
を
展
開
す

る
な
か
、
地
区
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
地
域
の
素
晴
ら
し
い
豊
か
な
自

然
や
文
化
・
歴
史
を
活
か
し
た
都
市

と
農
村
の
触
れ
合
い
の
で
き
る
体
験

型
の
祭
り
を
企
画
し
、
毎
年
十
一
月

に
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
地
域

内
外
へ
高
山
地
区
を
広
く
周
知
す
る

こ
と
が
で
き
、
合
わ
せ
て
地
域
住
民

が
高
山
の
豊
か
な
自
然
、
文
化
・
歴

史
等
を
再
認
識
す
る
と
共
に
、
地
域

住
民
の
連
帯
感
を
強
め
、
地
域
の
活

性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 

▲竹炭づくり体験 

八
房（
や
ぶ
さ
）川
の
清
流
を
利
用
し
た
マ
ス
釣
り
大
会 

▲かずら工芸 

ど
う
し
て
協
働
な
の
？ 

　
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

少
子
高
齢
化
の
影
響
に
よ
る
世
界
に

も
類
を
見
な
い
人
口
減
少
社
会
の
到

来
や
、
国
か
ら
都
道
府
県
・
市
町
村

へ
の
権
限
や
財
源
を
移
譲
し
、
地
方

分
権
を
進
め
る
と
い
う
流
れ
の
中
、

住
民
と
地
方
自
治
体
の
判
断
と
責
任

に
よ
る
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
住
民
が
行
政
に
求
め
る
ニ

ー
ズ
（
要
求
）
も
多
様
化
し
、
こ
れ

ま
で
の
よ
う
に
行
政
を
中
心
と
し
た

公
共
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、
質
的

に
も
量
的
に
も
限
界
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解

決
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
住
民
は
も
と

よ
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
最
前
線
で
あ

る
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
企
業
等
の
多
様
な
主
体
（
パ

ー
ト
ナ
ー
）
と
が
、
と
も
に
協
力
し

支
え
あ
う
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
生

涯
を
通
じ
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。 

地
域
活
動
の
拠
点
づ
く
り 

　
本
市
は
、
平
成
十
八
年
四
月
に
策

定
し
ま
し
た
「
日
置
市
総
合
計
画
」

の
中
で
、
地
域
の
活
性
化
を
支
え
る

組
織
活
動
を
充
実
す
る
た
め
に
、
市

内
全
域
に
三
層
構
造
に
よ
る
自
治
組

織
を
確
立
す
る
と
い
う
こ
と
を
掲
げ

て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
を
受
け
て
本
年
度
、
市
内
に

あ
る
十
九
の
小
学
校
区
と
、
か
つ
て

小
学
校
区
で
あ
っ
た
七
つ
の
地
区
、

合
わ
せ
て
二
十
六
の
地
区
公
民
館
を

整
備
し
、
公
民
館
制
度
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
こ
の
地
区
公
民
館
は
、「
地

域
づ
く
り
」
や
「
生
涯
学
習
」、「
情

報
化
」
の
拠
点
と
し
て
位
置
付
け
、

昨
年
六
月
か
ら
は
、
住
民
票
や
印
鑑

証
明
書
等
の
証
明
書
発
行
業
務
（
一

部
を
除
く
）
を
開
始
し
ま
し
た
。 

　
地
区
公
民
館
は
、
三
層
構
造
に
よ

る
自
治
組
織
の
第
二
層
に
あ
た
る
も

の
で
す
。（
下
図
参
照
） 

地
区
公
民
館
活
動
の 

組
織
確
立
の
ね
ら
い 

　
こ
れ
ま
で
地
区
公
民
館
活
動
は
、

社
会
教
育
と
し
て
の
役
割
が
主
で
し

た
。
従
来
の
地
区
公
民
館
は
、
趣
味

や
教
養
的
な
講
座
が
中
心
に
な
り
、

世
の
中
の
変
化
に
対
応
す
る
、
地
域

課
題
・
生
活
課
題
・
行
政
課
題
と
い

っ
た
社
会
的
課
題
へ
の
取
り
組
み
が

お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
た
傾
向
が
あ

り
ま
す
。 

　
私
た
ち
の
生
活
周
辺
で
は
、
少
子

高
齢
化
に
伴
う
地
域
活
性
化
の
問
題
、

子
ど
も
の
健
全
育
成
や
安
全
を
取
り

巻
く
地
域
教
育
力
の
問
題
、
環
境
問

題
、
農
業
や
商
工
業
の
振
興
、
生
活

習
慣
病
か
ら
く
る
医
療
費
の
増
大
、

健
康
保
険
や
介
護
保
険
制
度
、
道
路

や
遊
び
場
な
ど
の
地
域
イ
ン
フ
ラ
整

備
等
、
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
は
、
こ
れ
ま
で
主
に
行
政

の
課
題
だ
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
こ
の
よ
う
な
課
題
解
決
に
当
た

っ
て
市
民
の
力
が
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

　
役
に
立
つ
社
会
教
育
を
推
進
す
る

た
め
に
は
市
民
の
持
つ
課
題
解
決
の

力
に
注
目
し
、
身
近
な
場
所
で
、
身

近
な
人
々
が
、
身
近
な
課
題
に
、
取

り
組
む
こ
と
が
可
能
な
体
制
を
、
市

民
と
行
政
の
協
働
社
会
と
し
て
位
置

づ
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
そ
の
一
翼
を
担
う
の
が
地
区
公
民

館
制
度
で
、
今
後
、
地
区
公
民
館
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
の
地
域
づ
く
り

の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。 

●地区公民館の役割 

【地域づくりの拠点】 

相談業務・地域振興計画策定、共生・
協働、市民参画の推進 
 
【生涯学習の拠点】 

生涯学習の推進・人材育成・自治会へ
の指導・援助 
 
【情報化の拠点】 

証明書発行業務・議会中継など 
 

●取り扱う証明書等 

・住民票の写し　・印鑑登録証明書 
・所得証明　・納税証明　・公課証明 
・資産証明 

●三層構造による自治組織制度 

第１層 
地域中央公民館 

第２層 
地区公民館 

第３層 
自治会 

協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進 

　
日
置
市
で
は
、
二
十
一
世
紀
の
新
し
い
地

方
自
治
の
姿
と
し
て
、
自
治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
企
業
等
、
多
様
な
主
体
（
パ

ー
ト
ナ
ー
）
と
行
政
が
、
相
互
の
理
解
と
信

頼
の
も
と
、
目
的
を
共
有
し
、
連
携
・
協
力

し
て
地
域
の
公
共
的
な
問
題
を
解
決
す
る
「
共

生
・
協
働
の
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。 

協
働
と
は
？ 

　「
住
民
と
行
政
、
ま
た
は
住
民

同
士
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を

活
か
し
、
お
互
い
を
尊
重
し
な

が
ら
、
足
り
な
い
も
の
を
補
完

し
合
い
、
問
題
解
決
に
あ
た
る

こ
と
」
を
言
い
ま
す
。 

特  集 

協働による地域づくりの推進 特  集 

「行政に頼らない地域づくり」を掲げ、住民総

出の生産活動を通して、過疎高齢化対策に立

ち上がっている鹿屋市柳谷町内会に学ぼうと、

先進地研修を行った下与倉自治会（吹上）の

皆さん。 

（平成18年12月3日） 

東
市
来
地
域
　
高
山
ふ
る
さ
と
秋
祭
り 

▼
 



　
第
五
十
五
回
南
九
州
美
術
展
が
開

か
れ
、
一
月
二
十
五
日
に
行
わ
れ
た

審
査
会
で
、
美
術
部
門
特
別
賞
（
五

〇
点
）、
特
選
（
一
〇
一
点
）、
入
選

（
六
〇
七
点
）、
書
道
部
門
特
別
賞
（
二

〇
点
）、
特
選
（
三
一
点
）、
入
選
（
一

八
八
点
）
が
決
定
し
、
二
月
十
四
日

か
ら
二
十
四
日
ま
で
市
中
央
公
民
館

で
入
賞
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
美
術
展
は
、
昭
和
二
十
八
年

に
故
門
松
周
一
画
伯
の
「
熱
き
思
い
」

か
ら
第
一
回
伊
集
院
総
合
美
術
展
と

し
て
発
足
。
芸
術
探
求
の
中
で
画
伯

は
「
妙
円
寺
詣
り
で
培
わ
れ
る
武
徳

だ
け
で
は
、
人
間
が
武
骨
に
な
る
の

で
心
情
も
兼
ね
備
え
た
青
少
年
を
育

て
た
い
」
と
思
い
、
こ
の
情
熱
か
ら

美
術
展
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
三
十
八
年
の
十
回
展
か
ら
「
南

九
州
美
術
展
」
と
改
称
。
そ
の
参
加

応
募
は
県
内
各
地
か
ら
寄
せ
ら
れ
、

今
日
ま
で
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
今
年
も
県
内
各
地
の
幼
児
か
ら
高

校
生
ま
で
、
美
術
部
門
に
七
、
六
四

〇
点
、
書
道
部
門
に
二
、
四
八
六
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
市
内
の
特
別
賞
受
賞
者
、
学
校
賞

は
表
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

　
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
教
授
で
生
涯

学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
原
口
泉

先
生
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
原
口
先
生
は
、
篤
姫
や
日
吉
に
ゆ
か

り
の
あ
る
小
松
帯
刀
公
を
話
題
に
取
り

上
げ
な
が
ら
、「
地
域
」
で
学
ぶ
生
涯

学
習
の
大
切
さ
に
つ
い
て
講
演
。
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
講
演
に
参
加
者
か
ら

は
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。 

　「
学
校
、
地
域
、
家
庭
の
連
携
に

よ
る
ふ
る
さ
と
づ
く
り
・
人
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た
こ
の
大
会

に
は
約
四
百
五
十
人
が
参
加
。
式
で

は
、
田
畑
誠
一
日
置
地
区
社
会
教
育

振
興
会
長
と
佐
保
孝
鹿
児
島
教
育
事

務
所
日
置
支
所
長
の
あ
い
さ
つ
、
来

賓
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
表
彰
お
よ
び

表
彰
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
日
吉
地
域
の
特
色
あ
る

社
会
教
育
活
動
の
発
表
が
行
わ
れ
、

日
吉
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
「
せ
っ

ぺ
と
べ
」
の
踊
り
を
披
露
。
日
吉
伝

統
行
事
の
伝
承
ぶ
り
を
伝
え
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
行
わ
れ
た
「
ま
ち
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
は
、
鹿
児
島
教

育
事
務
所
日
置
支
所
指
導
主
事
を
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
い
ち
き
串
木
野

市
の
大
里
七
夕
踊
保
存
会
、
日
置
小

学
校
親
子
読
書
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活

動
を
発
表
し
ま
し
た
。 

　
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
、

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
教
授
兼
生
涯

学
習
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長
の
原
口

泉
先
生
が
「
篤
姫
　
わ
た
く

し
こ
と
一
命
に
か
け
」
と
い

う
演
題
で
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
地
区
内
の
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
永
年
に
わ
た
っ
て
生
涯
学
習
に
功
績

の
あ
る
団
体
・
個
人
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
や
具

体
的
な
活
動
発
表
、
講
演
等
を
通
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
の
成
果
と
今
後

の
生
涯
学
習
の
あ
り
方
を
展
望
し
、
心
豊
か
で
充
実
し
た
人
生
や
潤
い
と
活

力
の
あ
る
郷
土
づ
く
り
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
三
月
一
日
、
平
成

十
九
年
度
日
置
地
区
生
涯
学
習
推
進
大
会
お
よ
び
日
置
市
生
涯
学
習
大
会
が

日
吉
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

日置地区生涯学習推進大会 
日置市生涯学習大会 

▲大会には約450人が参加 

▲特色ある社会教育活動発表（中区子ども会の発表） 

▲まちづくりシンポジウム（日置小親子読書会の発表） 

市
中
央
公
民
館
の
展
示
作
品
を 

鑑
賞
す
る
土
橋
小
児
童 

▲樋口 幸造 さん 

▲鳩野 學 さん 

大
会
で
表
彰
の
あ
っ
た
市
内
関
係
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
） 

「
篤
姫
　
わ
た
く
し
こ
と
一
命
に
か
け
」 

講
師
　
原
口
　
泉
　
先
生 

日置市社会教育 
功労者・団体表彰 

平成19年度日置地区社会教育関係 
優良団体・個人表彰 

田中　　明 
内田　敦子 
鮫島　育朗 
重水　富夫 
新村　利芳 
今田　一森 
木場　保幸 
鳩野　　學 
上田平重夫 
久保　勲一 
新宅　礼子 
柳原　　績 
脇田　篤美 
宮下　昭人 
　田　長女 
能勢　清美 
伊集院小学校 
「おやじの会」 
和 田 地 区 
公　民　館 
藤 元 地 区 
山 茶 花 会 

伊集院 
東市来 
東市来 
東市来 
東市来 
東市来 
東市来 
日吉 
日吉 
日吉 
日吉 
吹上 
吹上 
吹上 
吹上 
吹上 

伊集院 

吹上 

吹上 

個　人 
個　人 
団　体 
個　人 
個　人 
団　体 

樋口　幸造 
田中　輝雄 
伊集院小学校「おやじの会」 
向原　幸雄 
有馬　澄子 
流鏑馬保存会 

個人・団体 表彰団体・個人名 氏　名 地 域 

平成19年度県教育委員会表彰 

県教育委員会優良 
少年少女団体表彰 

立野子ども会 

表彰項目 個人・団体等 

平成19年度各種社会教育関係団体等 
全国・九州・県関係表彰等 

日本PTA全国協議会 
表彰 扇尾小学校PTA

全国子ども会連合会 
表彰 

花田地区子ども会 
育成会 

九州地区子ども会育成 
連絡協議会表彰 

松山　謙三郎 
（東市来地域子ども会 
　育成連絡協議会長） 

県コミュニティづくり 
推進協議会花いっぱい 
コンクール表彰最優秀賞 

伊集院北小学校 
PTA

表彰項目 個人・団体等 

南 九 州 美 術 展  

秀作・力作ぞろい 
一万点を超える応募 
秀作・力作ぞろい 
一万点を超える応募 
秀作・力作ぞろい 
一万点を超える応募 

半紙 
半紙 
硬筆 
条幅 
半紙 
四つ切り 
半紙 
半紙 

鶴田　知里 
松下　沙織 
前　　美咲 
村尾　文香 
木山　志栞 
荻　亜梨沙 
吉冨あきは 
種子田　彩 
該当なし 

伊集院中１年 
伊集院中１年 
妙円寺小１年 
伊集院北中３年 
湯田小６年 
伊集院北中１年 
伊集院小４年 
伊集院北中２年 

日置市長賞 
日置市議会議長賞 
 
日置市教育委員会賞 
 
南日本書道会賞 
 
小倉博文堂賞 

学校賞（２校） 

学　校　名 氏　名 部 門 賞 

■書道の部 

版画 
版画 
描画 
描画 
描画 
描画 
描画 
描画 
描画 
描画 
デザイン 
描画 

二石　梨香 
新山　　絢 
田口　美穂 
福丸　晏奈 
後山登喜美 
紙屋　　晃 
有馬　瑠倭 
　田　一期 
湯之上　蓮 
川路　由依 
千田　直美 
　松　賢仁 
伊集院北小 
土橋小 
日置小 
妙円寺小 

妙円寺小６年 
土橋小３年 
吹上中３年 
日置小５年 
伊集院北小２年 
湯田小６年 
伊集院北小５年 
美山小３年 
日置小４年 
土橋幼稚園 
伊集院高校３年 
伊集院小１年 

鹿児島県教育委員会賞 
 
南九州美術展賞 

鹿児島県美育協会賞 
 
KTS鹿児島テレビ賞 

鹿児島放送賞 
鹿児島県市長会会長賞 
鹿児島市議会議長賞 
 
日置市長賞 
 
 
 
学校賞（10校） 

学　校　名 氏　名 部 門 賞 

■美術の部 

市内優秀受賞作品 

日置市長賞 
鶴田　知里（伊集院中１年） 

鹿児島県教育委員会賞 
二石　梨香（妙円寺小６年） 

▲
 



吹
上
地
域
の
女
性
の
日
に 

第
二
十
九
回
吹
上
地
域
女
性
大
会 

総
合
６
位
に
躍
進 

第
五
十
五
回
鹿
児
島
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会 

　
二
月
十
六
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の

五
日
間
、
十
二
地
区
（
各
地
区
登
録

選
手
二
十
一
人
）
を
代
表
す
る
選
手

が
早
春
の
薩
摩
・
大
隅
路
５
９
０
・

９
㎞
（
五
十
三
区
間
）
を
駆
け
抜
け

ま
し
た
。 

　
日
置
チ
ー
ム
は
、
郷
土
入
り
の
二

日
目
、
地
元
の
熱
い
声
援
を
受
け
て

激
走
。
一
区
下
野
選
手
が
二
位
に
三

秒
差
の
ト
ッ
プ
に
立
ち
、
二
区
で
一

時
二
位
に
後
退
し
た
も
の
の
、
三
区

田
口
選
手
が
再
び
ト
ッ
プ
を
奪
い
返

す
と
、
四
区
宇
都
選
手
、
五
区
中
間

選
手
が
後
続
を
引
き
離
し
、
串
木
野

中
継
所
で
は
二
位
に
約
一
分
一
〇
秒

の
差
を
つ
け
郷
土
を
駆
け
抜
け
ま
し

た
。
日
間
優
勝
も
期
待
さ
れ
ま
し
た

が
、
ト
ッ
プ
と
一
七
秒
差
の
日
間
三

位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。 

　
最
終
日
で
は
、
若
い
力
が
爆
発
し
、

最
終
区
ま
で
も
つ
れ
た
曽
於
と
の
日

間
二
位
争
い
を
三
秒
差
で
制
し
、
目

標
の
総
合
六
位
（
昨
年
は
七
位
）
と

躍
進
二
位
を
達
成
し
ま
し
た
。 

　
今
回
も
高
校
・
大
学
生
の
活
躍
が

目
覚
し
く
、
反
省
会
で
は
社
会
人
選

手
も
年
間
を
通
し
た
強
化
を
誓
い
合

っ
て
い
ま
し
た
。 

　
沿
道
で
の
た
く
さ
ん
の
ご
声
援
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
汗
を
流
そ
う 

日
吉
地
域
自
治
会
対
抗
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会 

　
日
吉
商
工
会
議
所
青
年
部
主
催
の

第
三
十
二
回
日
吉
地
域
自
治
会
対
抗

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
一
月

二
十
日
、
日
吉
総
合
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。 

　
五
自
治
会
十
三
チ
ー
ム
が
参
加
し

た
大
会
で
は
、
か
け
声
や
笑
い
声
が

飛
び
交
い
、
ど
の
チ
ー
ム
も
楽
し
そ

う
に
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。 

優
　
勝
　
熊
野
自
治
会 

第
二
位
　
草
原
自
治
会
Ａ 

第
三
位
　
草
原
自
治
会
Ｂ 

　
今
回
が
十
五
回
目
出
場
の
節
目
と

な
っ
た
小
園
主
将
（
市
消
防
本
部
・

三
十
三
歳
）。
日
間
優
勝
を
目
指
し

た
大
会
二
日
目
の
ア
ン
カ
ー
で
出
走

し
、
二
分
弱
あ
っ
た
ト
ッ
プ
と
の
差

を
一
七
秒
差
に
ま
で
詰
め
る
激
走
を

見
せ
、
自
身
初
の
区
間
賞
を
新
記
録

で
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、
三
回
目
の

出
走
と
な
っ
た
最
終
日
の
ア
ン
カ
ー

で
は
、
三
八
秒
先
行
す
る
曽
於
を
逆

転
し
、
日
間
二
位
に
大
き
く
貢
献
し

ま
し
た
。
レ
ー
ス
後
は
選
手
・
ス
タ

ッ
フ
が
見
守
る
中
、
奥
さ
ん
の
珠
美

さ
ん
と
長
男
大
貴
く
ん
か
ら
労
い
の

花
束
が
贈
ら
れ
、
感
慨
が
深
ま
っ
た

よ
う
。「
こ
れ
か
ら
も
後
輩
に
〝
何

か
〞
を
伝
え
る
た
め
、
走
り
続
け
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
吹
上
地
域
の
女
性
団
体
関
係
者
が

一
堂
に
会
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
す
機
会
に
し
よ
う
と
、

第
二
十
九
回
吹
上
地
域
女
性
大
会
が

二
月
九
日
、
吹
上
中
央
公
民
館
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
は
、
婦
人
会
連
絡
協
議
会
や

更
生
保
護
女
性
会
、
商
工
会
女
性
部

な
ど
、
九
団
体
が
加
盟
す
る
吹
上
地

域
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
が
主
催
し

て
、
生
涯
学
習
大
会
と
共
催
で
行
わ

れ
て
い
ま
す
。 

　
各
種
女
性
団
体
で
は
、
女
性
大
会

を
「
吹
上
地
域
の
女
性
の
日
」
に
掲

げ
て
準
備
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。 

　
団
体
の
代
表
者
は
、
壇
上
で
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
目
標
と
今
年
度
の
活
動

経
過
を
報
告
。
来
場
者
に
活
動
へ
の

理
解
と
加
入
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
、
来
場
者
に
振
る
舞
わ
れ

た
豚
汁
は
、
女
性
団
体
が
早
朝
か
ら

準
備
し
ま
し
た
。
そ
の
食
材
は
、
秋

に
行
っ
た
不
用
品
バ
ザ
ー
の
益
金
で

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。 

一 

人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
る
心
豊
か
な
地
域
社
会
を
め
ざ
し
て 

伊
集
院
地
域
女
性
大
会 

　
社
会
情
勢
が
急
速
に
変
化
す
る
現

代
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
・
職
場
等

で
自
ら
の
個
性
と
能
力
を
生
か
し
、

各
女
性
団
体
の
連
携
と
融
和
の
も
と
、

真
の
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

図
る
た
め
、
二
月
九
日
、
市
中
央
公

民
館
で
伊
集
院
地
域
女
性
大
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。 

　
大
会
は
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
ク
ラ
ブ
の

手
話
コ
ー
ラ
ス
で
開
幕
。
伊
集
院
地

域
各
種
女
性
団
体
連
合
会
の
船
迫
ノ

ブ
子
会
長
の
あ
い
さ
つ
後
、
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
の
窪
田
ヒ
ロ
子
会
長

が
活
動
発
表
を
行
い
ま
し
た
。 

　
講
演
で
は
、
鹿
児
島
女
子
短
期
大

学
の
福
司
山
エ
ツ
子
先
生
が
「
高
齢

者
の
知
恵
と
技
を
発
信
す
る
日
置
の

食
育
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。 

青
少
年
の
た
め
に
　
明
る
い
未
来
を 

日
吉
地
域
女
性
大
会 

▲早朝から準備に追われました 

▲宇都選手にトップでタスキをつなぐ田口選手 
　（２日目・第３中継所：日置市役所前） 

▲15回出場の節目を迎えた小園主将（前列左） 

▲前列左から安田啓優くん（MF）、神園優くん（GK）、大迫勇也くん（FW） 
　後列右から３番目成元将平くん（DF） 

▲活動発表をする女性団体代表 

▲福司山エツ子先生の講演 

▲ハーモニークラブの手話コーラスで開幕 

県
高
校
新
人
サ
ッ
カ
ー
大
会
初
優
勝
で
表
敬
訪
問 

鹿
児
島
城
西
高
校
サ
ッ
カ
ー
部 

　
第
二
十
九
回
鹿
児
島
県
高
校
新
人

サ
ッ
カ
ー
大
会
で
優
勝
し
た
鹿
児
島

城
西
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
が
二
月
八
日
、

市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
鹿
城
西
は
、
二
月
二
日
行
わ
れ
た

決
勝
で
鹿
児
島
実
業
高
校
と
対
戦
。

前
半
四
分
に
失
点
し
た
も
の
の
、
徐
々

に
流
れ
を
押
し
戻
し
、
前
半
終
了
間

際
同
点
弾
を
決
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

後
半
、
延
長
と
も
一
進
一
退
の
攻
防

を
展
開
し
、
Ｐ
Ｋ
戦
へ
。
Ｐ
Ｋ
戦
で

は
Ｇ
Ｋ
神
園
く
ん
が
二
本
連
続
で
Ｐ

Ｋ
を
止
め
、
勝
利
を
決
め
ま
し
た
。 

　
二
月
三
日
、
日
吉
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
日
吉
地
域
女
性
大
会
が
行
わ 

れ
ま
し
た
。 

　
大
会
は
吉
利
保
育
園
児
に
よ
る
和

太
鼓
で
開
幕
。
講
演
で
は
、
県
立
南

薩
少
年
自
然
の
家
の
山
崎
洋
一
所
長

が
家
庭
や
地
域
社
会
の
絆
に
つ
い
て

話
さ
れ
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
話
し

ぶ
り
に
会
場
は
大
爆
笑
で
し
た
。 

　
そ
の
後
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
り

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
意
見

を
出
し
地
域
・
家
庭
・
学
校
の
子
育

て
に
つ
い
て
の
体
験
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
の
子
育
て
の
経
験
を
生

か
し
住
み
た
い
地
域
、
帰
り
た
い
家

庭
、
行
き
た
い
学
校
を
目
指
し
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
出
来
る
事
な
ど
を
参

加
者
全
員
で
確
認
し
合
い
ま
し
た
。 

日置市関係者紹介（敬称略） 

みなと病院 
日置市消防本部 
日置市役所 
日置市役所 
日置市役所 
日置市消防本部 
ひまわり法律事務所 
日置市消防本部 
日置市消防本部 
第一工業大学 
第一工業大学 
第一工業大学 
志学館大学 
志学館大学 
鹿児島城西高等学校 
鹿児島城西高等学校 
鹿児島城西高等学校 
鹿児島実業高等学校 
鹿児島実業高等学校 
伊集院高等学校 
鹿児島城西高等学校 
鹿児島南高等学校 
鹿児島実業高等学校 

米澤　　幸 
今屋　　讓 
船倉　利幸 
前屋敷　満 
小園　秀作 
小園　勇作 
馬塲　亮治 
徳重　祐児 
有馬　巧美 
篠原　正大 
能勢　勇作 
宇都　邦和 
中村　泰士 
山下　和也 
下野　青海 
橋之口　悟 
早馬　　仁 
松枝　　翔 
中間　純一 
田口　　哲 
松枝　　拳 
右田　竜士 
藤脇　孝哉 

監察員 
コーチ 
 
 
支援コーチ 
選手 

区分 氏　名 所　　属 

小
園
勇
作
主
将
が
十
五
回
目
の
出
場 



海
童
・
鹿
児
島
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
０
８ 

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会 新

春
の
光
に
種
を
ま
く 

平
成
二
十
年
産
葉
た
ば
こ
播
種
式 

　
平
成
二
十
年
産
の
葉
た
ば
こ
播
種

式
が
一
月
十
五
日
、
吹
上
町
中
田
尻

の
共
同
育
苗
施
設
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
播
種
式
に
は
昨
年
同
様
九
戸
の
葉

た
ば
こ
農
家
を
は
じ
め
、
農
政
関
係

者
等
が
参
加
。
今
年
の
高
値
取
引
を

祈
願
し
て
乾
杯
の
あ
と
、
早
速
種
ま

き
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。 

　
腐
葉
土
を
敷
き
詰
め
た
箱
苗
に
肥

料
を
ま
ぶ
し
た
種
が
ま
か
れ
る
と
、

黒
か
っ
た
土
が
一
面
茶
色
に
。
生
産

者
ら
は
、
ま
だ
ら
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
お
よ
そ
七
百
箱
に
丹
念
に
ま
い

て
い
ま
し
た
。 

　
今
年
の
作
付
面
積
は
約
十
八
㌶
。

共
同
育
苗
施
設
で
一
カ
月
育
成
さ
れ

た
苗
は
、
そ
の
後
、
一
本
ず
つ
ポ
ッ

ト
に
移
植
さ
れ
、
植
え
付
け
ら
れ
て

い
き
ま
す
。 

　
昨
年
は
、
不
順
な
天
候
に
悩
ま
さ

れ
、
納
得
い
く
収
納
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。「
今
日
の
朝
日
は
明
る
い

兆
し
」
と
な
る
よ
う
新
春
の
光
に
願

い
を
込
め
ま
し
た
。 

葉
た
ば
こ
播
種
式
・
た
ば
こ
振
興
大
会
ひ
お
き
２
０
０
８ 

鹿
児
島
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
南
薩
事
務
所 

　
一
月
十
五
日
、
野
口
孝
次
さ
ん
（
会

長
）
を
中
心
と
す
る
葉
た
ば
こ
播
種

式
が
松
ヶ
尾
集
落
（
日
吉
）
の
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
宮
路
市
長
や
Ｊ
Ａ
さ
つ
ま
日
吉
支

所
長
、
行
政
関
係
者
が
豊
作
を
祈
願

し
、
手
作
業
で
ま
い
て
い
き
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
午
後
か
ら
日
吉
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
た
ば
こ
振
興
大
会
が
行
わ
れ
、

日
置
市
と
い
ち
き
串
木
野
市
か
ら
生

産
者
七
十
五
人
が
参
加
。
県
た
ば
こ

耕
作
組
合
の
通
畠
組
合
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
平
成
二
十
年
の
改
善
策
を

話
し
合
い
、
大
会
決
議
を
確
認
し
ま

し
た
。 

女
性
の
視
点
で
魅
力
あ
る
農
村
社
会
に 

日
置
市
長
と
農
村
女
性
と
の
懇
談
会 

　
二
月
二
十
二
日
、
日
吉
保
健
セ
ン

タ
ー
で
「
日
置
市
長
と
農
村
女
性
と

の
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
の

農
業
に
従
事
す
る
女
性
約
二
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。 

　
懇
談
会
で
は
「
女
性
の
農
業
経
営

の
参
画
で
、
魅
力
あ
る
農
村
経
営
の

た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
、
肉
用
牛
農

家
の
今
村
久
美
子
さ
ん
（
東
市
来
）、

酪
農
家
の
内
香
織
さ
ん
（
伊
集
院
）、

ハ
ウ
ス
施
設
農
家
の
二
石
孝
子
さ
ん

（
日
吉
）
が
提
言
。
そ
の
後
の
意
見

交
換
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
提
言
に
つ

い
て
の
質
問
や
農
業
の
後
継
者
問
題
、

学
校
給
食
で
の
食
材
の
提
供
（
地
産

地
消
）
に
つ
い
て
な
ど
、
様
々
な
意

見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。 

　
最
後
は
事
例
・
体
験
談
発
表
で
、

フ
ラ
ン
ス
の
農
家
や
学
校
で
研
修
し

た
船
倉
里
美
さ
ん
（
吹
上
）
が
「
海

外
研
修
を
体
験
し
て
」
と
題
し
て
発

表
を
行
い
ま
し
た
。 

い
ち
ご
の
産
地
を
Ｐ
Ｒ 

東
市
来
・
伊
集
院
合
同
い
ち
ご
品
評
会 

　
二
月
二
十
六
日
、
市
中
央
公
民
館

で
東
市
来
・
伊
集
院
合
同
い
ち
ご
品

評
会
が
行
わ
れ
、
伊
集
院
町
い
ち
ご

生
産
部
会
か
ら
四
十
点
、
東
市
来
町

い
ち
ご
生
産
部
会
か
ら
十
八
点
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
八
月
の
合
併

を
目
指
す
両
部
会
。「
い
ち
ご
の
産
地
」

を
Ｐ
Ｒ
し
、
生
産
技
術
向
上
を
目
指

そ
う
と
初
め
て
合
同
で
品
評
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

　
二
月
九
日
か
ら
十
一
日
ま
で
の
三

日
間
、
海
童
・
鹿
児
島
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
０
８
が
吹
上
浜
で
開
催
さ
れ
、

選
手
四
十
八
人
が
技
を
競
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
江
口
浜
ビ
ー

チ
サ
ー
ビ
ス
が
主
催
す
る
ウ
イ
ン
ド

サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
で
、
全
国
大
会
の

地
区
予
選
を
兼
ね
る
大
会
。 

　
初
日
は
プ
ロ
ク
ラ
ス
、
二
日
目
か

ら
は
ア
マ
チ
ュ
ア
ク
ラ
ス
の
競
技
が

行
わ
れ
、
選
手
は
日
ご
ろ
鍛
え
た
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
か
つ
繊
細
な
帆
さ
ば
き

で
風
と
波
を
捕
ら
え
、
ハ
イ
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
披
露
。
訪
れ
た
観
客
を

魅
了
し
て
い
ま
し
た
。 

　
な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
） 

畳
針
へ
の
日
ご
ろ
の
感
謝
と
仕
事
の
安
全
を
願
っ
て 

鹿
児
島
県
畳
工
業
組
合
「
針
供
養
祭
」 

　
二
月
八
日
、
徳
重
神
社
で
畳
の
伝

統
を
受
け
継
ぐ
鹿
児
島
県
畳
工
業
組

合
の
針
職
人
が
こ
の
一
年
間
お
世
話

に
な
っ
た
畳
針
へ
の
感
謝
と
仕
事
の

安
全
を
祈
願
し
て
針
供
養
祭
を
行
い

ま
し
た
。 

　
同
組
合
が
毎
年
行
っ
て
い
る
こ
の

行
事
。
今
年
は
日
置
地
区
で
の
当
番

と
な
り
、
徳
重
神
社
で
開
催
さ
れ
た

も
の
。
当
日
は
、
市
役
所
宿
直
室
の

畳
を
徳
重
神
社
へ
運
び
、
同
組
合
青

年
部
が
境
内
で
手
縫
い
作
業
を
実
演
。

そ
の
後
行
わ
れ
た
神
事
で
は
、
針
職

人
が
こ
ん
に
ゃ
く
に
畳
針
を
刺
し
、

畳
針
へ
の
感
謝
と
仕
事
の
安
全
を
祈

願
し
ま
し
た
。 

　
二
月
二
十
五
日
、
市
中
央
公
民
館

で
市
内
四
観
光
協
会
（
東
市
来
、
伊

集
院
、
日
吉
、
吹
上
）
の
合
併
協
定

調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
式
で
は
、
四
観
光
協
会
長
を
は
じ

め
、
日
置
市
観
光
協
会
合
併
推
進
委

員
や
行
政
関
係
者
が
出
席
す
る
中
、

合
併
推
進
委
員
会
会
長
の
橋
口
伊
集

院
観
光
協
会
長
が
あ
い
さ
つ
。
合
併

ま
で
の
経
過
報
告
や
合
併
協
定
書
説

明
の
後
、
宮
路
市
長
立
会
い
の
も
と
、

協
定
書
に
調
印
さ
れ
ま
し
た
。 

　
平
成
二
十
年
四
月
一
日
に
新
た
に

発
足
す
る
日
置
市
観
光
協
会
。
事
務

所
の
位
置
は
、
当
分
の
間
、
日
置
市

商
工
会
東
市
来
支
所
内
と
な
り
ま
す
。 

エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ザ
・
ピ
ア
ノ 

こ
け
け
ピ
ア
ノ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

▲こんにゃくに畳針を刺し供養する針職人 

▲たばこ振興大会ひおき2008

▲組合青年部による手縫い実演 

　
二
月
二
十
四
日
、
東
市
来
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
で
第
一
回
こ
け
け
ピ
ア

ノ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
、

市
内
外
か
ら
演
奏
者
三
十
四
人
が
参

加
し
、
多
数
の
家
族
が
鑑
賞
し
ま
し

た
。 

　
こ
れ
は
東
市
来
文
化
交
流
セ
ン
タ

ー
の
自
主
事
業
で
、
最
上
級
の
ピ
ア

ノ
「
ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
」
に
気
軽
に

触
れ
、
音
楽
に
親
し
み
、
舞
台
演
奏

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も

に
地
域
芸
術
文
化
の
創
造
と
発
展
を

目
的
に
行
わ
れ
た
も
の
。 

　
参
加
者
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
舞

台
に
上
が
り
ま
し
た
が
、
い
ざ
演
奏

が
始
ま
る
と
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、

気
持
ち
よ
さ
そ
う
に
演
奏
し
て
い
ま 

し
た
。
応
援
に
駆
け
つ
け
た
家
族
も

心
配
そ
う
に
見
守
り
、
演
奏
が
終
わ

る
と
ホ
ッ
と
し
た
様
子
で
温
か
い
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
演
奏
の
合
間
に
は
ゲ
ス
ト
の
堀
之

内
喜
忠
氏
に
よ
る
演
奏
が
あ
り
、
参

加
者
や
観
客
は
美
し
い
ピ
ア
ノ
の
音

色
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

　
講
評
で
は
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学

の
寺
薗
玲
子
教
授
が
「
す
ば
ら
し
い

響
き
の
ホ
ー
ル
と
ピ
ア
ノ
で
演
奏
で

き
た
こ
と
を
先
生
や
家
族
に
感
謝
し

な
が
ら
、
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
と
楽
し
み

な
が
ら
練
習
を
続
け
て
く
だ
さ
い
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。 

メンズクラス 
ウィメンズクラス 
スペシャルクラス 
グランドマスタークラス 
オープンクラス 
ビギナークラス 

本橋　政浩 
工藤　麻美 
吉冨　孝博 
吉末　　哲 
古城門大祐 
北川浩太郎 

ア
マ
チ
ュ
ア 

プ
ロ 

優勝 

ベストジャンプ賞 
ベストライディング賞 

浅野　則夫 
工藤　麻美 

特別賞 

日置市観光協会合併協定調印式 

日置市観光協会発足 
　　　　に向け調印 

葉
た
ば
こ
播
種
式 

▲
 



多
く
の
人
に
活
用
し
て
ほ
し
い 

芝
龍
郎
さ
ん
自
身
の
作
品
集
を
図
書
館
に
寄
贈 

　
三
月
一
日
、
タ
イ
ヨ
ー
伊
集
院
店

で
防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
三
月
一
日
か
ら
七
日
ま

で
の
「
春
の
火
災
予
防
運
動
週
間
」

に
あ
た
り
、
多
く
の
住
民
が
利
用
す

る
大
型
商
業
施
設
で
防
火
訓
練
を
実

施
し
、
火
災
予
防
を
呼
び
か
け
よ
う

と
行
わ
れ
た
も
の
。 

　
訓
練
で
は
、
市
消
防
本
部
関
係
者

や
従
業
員
が
見
守
る
中
、
救
助
訓
練

や
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
、
防
火
へ
の

注
意
と
火
災
発
生
時
の
連
携
に
つ
い

て
確
認
し
合
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
当
日
は
あ
づ
ま
保
育
園
の

園
児
に
よ
る
太
鼓
演
奏
と
防
火
チ
ラ

シ
配
布
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
人
に
火

災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

一
一
〇
番
の
日 

日
置
警
察
署 

日
置
地
区
防
犯
協
会 

大
型
商
業
施
設
で
「
火
災
予
防
」
呼
び
か
け 

平
成
二
十
年
春
季
火
災
予
防
運
動 

木
洩
れ
日
が
往
時
を
照
ら
す 

多
宝
寺
跡
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

江
口
蓬
莱
館 

　
一
月
十
日
に
日
吉
駐
在
所
前
で
、

緊
急
の
通
報
＝
地
域
を
守
る
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
「
一
一
〇
番
の
日
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。 

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
運
転
者
に
チ

ラ
シ
等
を
配
布
し
「
一
一
〇
番
の
日
」

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
二
月
十
二
日
、
江
口
蓬
莱
館
（
東

市
来
）
の
来
館
者
が
二
百
万
人
に
達

し
ま
し
た
。 

　
平
成
十
五
年
四
月
十
九
日
の
開
館

か
ら
四
年
十
カ
月
で
の
達
成
。
記
念

す
べ
き
二
百
万
人
目
は
、
孫
の
希
理

音
（
き
り
ね
）
さ
ん
（
四
歳
）
と
一

緒
に
来
館
し
た
岩
下
恭
子
（
く
に
こ
）

さ
ん
（
伊
集
院
地
域
）
で
し
た
。 

　
ミ
ス
ひ
お
き
か
ら
花
束
と
小
濱
美

利
江
口
漁
業
協
同
組
合
長
か
ら
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
前

後
賞
と
な
っ
た
方
々
に
も
記
念
品
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
小
濱
組
合
長
は
、「
増
築
を
機
に

今
後
と
も
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
る
店
づ

く
り
を
目
指
し
た
い
」
と
こ
れ
か
ら

の
抱
負
を
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
伊
作
島
津
家
代
々
の
菩
提
寺
だ
っ

た
多
宝
寺
跡
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

作
業
が
二
月
二
十
四
日
、
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
こ
の
清
掃
作
業
は
、
日
新
公
顕
彰

会
（
池
上
耕
正
会
長
）
が
、
伊
作
島

津
家
に
関
連
す
る
史
跡
を
中
心
に
毎

年
行
っ
て
い
る
も
の
。
会
員
の
ほ
か

地
域
か
ら
も
大
勢
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
廃
仏
毀
釈
で
石
亀
神
社
と
な
っ
た

多
宝
寺
跡
。
そ
の
社
殿
の
後
方
に
、

伊
作
島
津
氏
歴
代
領
主
ら
が
眠
っ
て

い
ま
す
。
参
加
者
は
墓
碑
を
傷
つ
け

な
い
よ
う
に
、
周
辺
の
雑
木
や
土
手

の
茂
み
を
丁
寧
に
伐
採
。
も
ろ
く
な

っ
た
石
組
み
を
崩
さ
な
い
よ
う
、
慎

重
に
作
業
が
進
め
ら
れ
、
や
が
て
、

木
洩
れ
日
に
、
往
時
の
石
段
や
墓
石

が
照
ら
し
出
さ
れ
ま
し
た
。 

　
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る
史
跡
。
そ

の
保
存
は
人
の
手
で
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。 

　
東
市
来
地
域
の
水
墨
画
家
芝
龍
郎

さ
ん
が
、
自
身
の
作
品
集
「
墨
で
描

く
白
の
世
界
」
を
各
地
域
図
書
館
に

寄
贈
し
よ
う
と
二
月
十
九
日
、
市
役

所
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

　
芝
さ
ん
は
県
立
種
子
島
高
校
卒
業

後
、
多
摩
美
術
大
学
で
日
本
画
を
学

び
、
県
公
立
中
学
校
美
術
教
師
と
し

て
三
十
八
年
間
勤
務
。
そ
の
後
、
水

墨
画
を
学
び
、
公
民
館
講
座
等
で
講

師
と
し
て
活
動
。
現
在
で
は
、
各
地

で
水
墨
画
作
品
展
を
開
催
す
る
な
ど

活
躍
し
て
い
ま
す
。 

　
当
日
、
芝
さ
ん
は
「
今
回
の
出
版

は
人
生
七
十
年
の
古
希
記
念
で
作
品

集
の
出
版
は
今
回
が
初
め
て
。
水
墨

画
の
普
及
の
た
め
多
く
の
人
に
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
作
品
集
を

手
渡
す
と
、
田
代
教
育
長
は
「
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お

礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

適
切
な
判
断
と
勇
気
あ
る
行
動
に
感
謝 

日
置
市
消
防
本
部
表
彰 

　
十
一
月
二
十
一
日
に
東
市
来
地
域

で
発
生
し
た
建
物
火
災
で
消
火
活
動

を
行
っ
た
㈱
南
九
州
ク
ボ
タ
湯
之
元

営
業
所
の
徳
留
充
之
さ
ん
と
平
石
博

嗣
さ
ん
が
十
二
月
二
十
一
日
、日
置
市

消
防
本
部
か
ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

　
火
災
発
生
時
、
仕
事
を
し
て
い
た

二
人
は
、
外
で
助
け
を
求
め
る
声
に

気
付
き
行
っ
て
み
る
と
、
ス
ト
ー
ブ

が
燃
え
上
が
っ
て
い
た
た
め
、
同
営

業
所
の
消
火
器
を
使
っ
て
初
期
消
火

を
行
い
、
被
害
を
最
小
限
に
く
い
と

め
ま
し
た
。 

　
適
切
な
判
断
と
機
敏
な
行
動
が
な

け
れ
ば
、
建
物
は
延
焼
し
、
甚
大
な

被
害
が
生
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

二
人
の
勇
気
あ
る
行
動
に
感
謝
の
意

を
表
し
ま
す
。 

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て 

日
置
市
男
女
共
同
参
画
講
演
会 

▲自身の作品集を寄贈する芝龍郎さん（写真左） 

▲左から平石博嗣さん、徳留充之さん 

▲実行委員会からの記念品を受け取る卒業生 

卒
業
し
て
も
交
流
の
架
け
橋
に 祝! 来館者200万人達成 

マ
レ
ー
シ
ア
人
留
学
生
送
別
交
流
会 

　
鹿
児
島
大
学
マ
レ
ー
シ
ア
人
留
学

生
の
送
別
交
流
会
が
二
月
二
十
三
日
、

伊
作
地
区
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
交
流
会
は
吹
上
町
マ
レ
ー
シ
ア
交

流
実
行
委
員
会
が
主
催
し
た
も
の
で
、

大
勢
の
会
員
ら
が
、
三
人
の
留
学
生

の
卒
業
を
祝
い
ま
し
た
。 

　
留
学
生
は
大
学
で
学
び
な
が
ら
、

休
日
に
は
日
置
市
が
進
め
て
い
る
マ

レ
ー
シ
ア
と
の
国
際
交
流
に
協
力
。

さ
ま
ざ
ま
な
行
事
に
積
極
的
に
参
加

し
、
料
理
や
遊
び
な
ど
、
同
国
文
化

を
広
く
市
民
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

　
卒
業
後
は
帰
国
し
、
母
国
で
就
職

す
る
ズ
ラ
さ
ん
は
「
吹
上
の
皆
さ
ん

と
の
四
年
間
は
大
事
な
、
大
事
な
思

い
出
。
卒
業
し
て
も
交
流
の
架
け
橋

に
な
り
た
い
」
と
、
去
り
が
た
い
思

い
を
話
し
ま
し
た
。 

　
実
行
委
員
会
で
は
、
母
国
を
離
れ

て
学
ぶ
留
学
生
の
日
本
の
家
族
を
募

り
、
里
親
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
留
学
生
に
と
っ
て
吹
上
は
、

第
二
の
故
郷
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
一
月
三
十
日
、
日
置
市
主
催
に
よ

る
「
日
置
市
男
女
共
同
参
画
講
演
会

〜
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
〜
」
が
市
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
、
日
置
市
男
女
共
同
参
画
懇

話
会
委
員
な
ど
約
百
人
が
参
加
し
ま

し
た
。 

　
こ
の
懇
話
会
は
、
日
置
市
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て

の
講
演
会
で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
を
学
ぶ
た

め
に
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
当
日
、
講
師
を
務
め
た
第
一
工
業

大
学
教
授
の
石
田
尾
博
夫
先
生
が
市

町
村
男
女
共
同
参
画
計
画
の
策
定
の

手
引
き
に
も
と
づ
き
「
な
ぜ
男
女
共

同
参
画
社
会
の
形
成
が
必
要
な
の
か
」

「
市
町
村
に
お
い
て
男
女
共
同
参
画

計
画
を
策
定
す
る
意
義
は
何
か
」
を

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。 

　
講
演
会
終
了
後
、
第
八
回
日
置
市

男
女
共
同
参
画
推
進
懇
話
会
が
開
催

さ
れ
、
日
置
市
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
（
案
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。 

さ
つ
ま
い
も
食
品
コ
ン
ク
ー
ル 

鹿
児
島
県
農
産
物
加
工
推
進
懇
話
会 

　
一
月
十
七
日
、
さ
つ
ま
い
も
を
生

か
し
た
新
製
品
を
競
う
「
さ
つ
ま
い

も
食
品
コ
ン
ク
ー
ル
」
審
査
会
が
鹿

児
島
市
の
マ
リ
ン
パ
レ
ス
か
ご
し
ま

で
行
わ
れ
、
日
吉
地
域
に
あ
る
御
菓

子
司
前
田
家
が
新
商
品
部
門
で
鹿
児

島
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
出
品
し
た
お
菓
子
の
名
前
は
「
帯

刀
公
の
郷
」
薩
摩
芋
新
。
地
元
の
吉

利
で
と
れ
た
芋
を
使
用
し
た
焼
き
菓

子
で
、
芋
の
形
を
生
か
し
た
デ
ザ
イ

ン
や
味
の
良
さ
が
特
徴
で
す
。。 

 



ど
ん
な
料
理
が
で
き
る
か
な
？ 

男
性
料
理
教
室 

　
二
月
二
十
四
日
、
文
化
講
演
会
が

日
新
公
民
館
（
日
吉
）
で
行
わ
れ
、

バ
ー
バ
ラ
植
村
先
生
を
講
師
に
「
人

間
愛
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
の
実
現
に

向
け
て
」
と
題
し
て
の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。 

　
八
十
人
の
参
加
が
あ
り
「
自
分
の

事
だ
け
で
な
く
人
の
役
に
立
つ
事
を

し
ま
し
ょ
う
。
常
に
前
向
き
の
気
持

ち
で
笑
顔
を
忘
れ
ず
に
」
と
、
自
身

の
体
験
を
交
え
な
が
ら
話
し
、
最
後

に
特
技
の
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
を
披
露
し

参
加
者
か
ら
拍
手
喝
采
で
し
た
。 

心
豊
か
な
人
と
文
化
を
育
む
ま
ち
づ
く
り 

東
市
来
地
域
生
涯
学
習
フ
ェ
ア 

　
一
月
二
十
六
日
、
東
市
来
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
十
九
年
度
東

市
来
地
域
生
涯
学
習
フ
ェ
ア
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

　
講
座
の
合
同
閉
講
式
、
成
果
発
表

会
、
社
会
教
育
学
級
の
運
営
発
表
会
、

講
演
、
展
示
が
行
な
わ
れ
、
開
会
に

先
立
っ
て
、
コ
ー
ラ
ス
講
座
生
の
す

ば
ら
し
い
歌
声
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

「
講
座
に
参
加
し
て
」
の
発
表
会
で

は
盆
栽
講
座
生
、
成
果
発
表
会
で
は

ヨ
ガ
講
座
生
が
出
演
し
て
い
ま
し
た
。 

　
講
演
で
は
、　
田
酒
造
株
式
会
社

代
表
取
締
役
　
　
田
雄
一
郎
氏
が
、「
い

に
し
え
の
道
を
聞
き
て
も
唱
え
て
も

わ
が
行
ひ
に
せ
ず
ば
か
ひ
な
し
」
と

題
し
、
本
格
焼
酎
づ
く
り
で
苦
い
経

験
を
し
た
話
を
中
心
に
講
演
。
会
社

を
オ
ー
プ
ン
に
す
れ
ば
業
界
や
地
域

が
発
展
す
る
こ
と
や
、「
言
う
ば
っ

か
り
で
な
く
、
や
ら
な
い
と
い
け
な

い
」
こ
と
な
ど
を
力
強
く
話
し
ま
し

た
。 

　
皆
さ
ん
も
機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ

い
ろ
ん
な
学
習
会
に
参
加
さ
れ
、
刺

激
を
受
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。 

生
涯
学
習
で
住
み
よ
い
地
域
を 

吹
上
地
域
生
涯
学
習 

　
平
成
十
九
年
度
吹
上
地
域
生
涯
学

習
大
会
が
二
月
九
日
、
吹
上
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大

会
は
、「
豊
か
で
誇
り
を
持
て
る
地

域
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
生
涯
学

習
を
通
し
て
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

を
進
め
よ
う
と
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
公
民
館
講
座
の
華
や
か
な
ハ
ワ
イ

ア
ン
ダ
ン
ス
で
大
会
が
開
幕
。
そ
の

成
果
に
来
場
者
は
見
と
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
こ
の
講
座
を
含
む
四
講

座
の
講
座
修
了
生
四
十
人
に
修
了
証

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会

教
育
功
労
者
と
し
て
、
有
馬
澄
子
地

婦
連
会
長
や
流
鏑
馬
保
存
会
な
ど
、

六
人
三
団
体
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

　「
生
涯
学
習
こ
の
一
年
」
で
は
、

今
年
度
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

写
真
で
紹
介
さ
れ
、「
ど
こ
に
で
も

あ
る
生
涯
学
習
」
と
参
加
を
促
し
ま

し
た
。
海
外
派
遣
や
ふ
る
さ
と
学
寮

に
参
加
し
た
児
童
生
徒
の
体
験
発
表

も
あ
り
、
参
加
者
は
一
生
学
び
続
け

る
こ
と
の
必
要
性
を
再
認
識
し
た
よ

う
で
し
た
。 

　
記
念
講
演
に
は
、
落
語
家
の
林
家

染
丸
さ
ん
が
登
壇
。
地
域
人
権
啓
発

活
動
活
性
化
事
業
も
兼
ね
、「
笑
い

あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
演
題
で
講
演

し
ま
し
た
。 

　
染
丸
さ
ん
は
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小

説
「
ち
り
と
て
ち
ん
」
の
落
語
指
導

の
傍
ら
、
自
身
も
出
演
。
撮
影
の
裏

話
や
、「
ロ
ン
グ
ハ
ウ
ス
（
長
屋
）」

で
の
生
い
立
ち
を
披
露
。
軽
妙
な
中

に
も
「
人
は
一
人
で
生
ま
れ
、
一
人

で
死
ん
で
行
き
ま
す
が
、
決
し
て
一

人
で
は
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
、
支

え
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し

た
。 

　
後
半
は
高
座
で
落
語
。
古
典
落
語

の
演
目
の
ひ
と
つ
「
子
ほ
め
」
を
熱

演
、
会
場
は
笑
い
の
渦
に
包
ま
れ
ま

し
た
。 

土
壁
職
人
の
芸
術
展 

吹
上
地
域
生
涯
学
習 

　
旧
野
首
小
学
校
（
廃
校
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
五
十
選
、
文
部
科
学
省
選
定
）

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
野
月
舎
（
吹
上
）
で

二
月
九
日
か
ら
九
日
間
、「
土
」
展

が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
出
展
者
は
、
霧
島
市
で
左
官
業
を

営
む
末
満
廣
行
さ
ん
。
同
市
の
陶
芸

家
の
勧
め
で
、
職
人
技
に
芸
術
色
を

取
り
入
れ
る
試
み
を
は
じ
め
、
今
回

そ
の
作
品
を
展
示
し
た
も
の
で
す
。 

　
異
な
る
種
類
の
土
を
重
ね
た
オ
ブ

ジ
ェ
や
、
泥
ダ
ン
ゴ
の
よ
う
に
硬
く

磨
き
上
げ
ら
れ
た
立
体
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
作
品
が
、
来
場
者
を
驚
か

せ
て
い
ま
し
た
。 

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
野
月
舎
で
は
こ
の
よ

う
な
個
展
の
ほ
か
、
画
家
佳
月
優
さ

ん
の
作
品
を
常
時
展
示
し
て
い
ま
す
。

個
展
の
開
催
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、

野
月
舎
（
２
９
６
‐
５
７
４
４
）
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
今
回
で
九
回
目
に
な
る
男
性
料
理

教
室
が
、
二
月
二
十
六
日
に
日
吉
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
七
人
、
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
の
方
が
講
師
と
な
り
調
味
料
の

分
量
や
だ
し
の
取
り
か
た
な
ど
指
導

さ
れ
ま
し
た
。
　 

　
今
日
の
献
立
は
「
野
菜
炒
め
、
鶏

の
か
ら
揚
げ
、
小
松
菜
と
桜
え
び
の

さ
っ
と
煮
、
か
き
玉
汁
」。
三
角
巾

に
エ
プ
ロ
ン
姿
が
お
似
合
い
で
包
丁

も
慣
れ
た
手
つ
き
で
野
菜
を
切
っ
て

い
ま
し
た
。 

　
自
分
た
ち
で
作
っ
た
料
理
に
満
足

そ
う
で
試
食
が
楽
し
み
の
よ
う
で
し

た
。 

あ
な
た
も
一
緒
に
踊
り
ま
せ
ん
か
？ 

日
吉
高
齢
者
学
級
・
ダ
ン
ス
同
好
会 

　
二
月
十
二
日
に
Ｍ
Ｂ
Ｃ
南
日
本
放

送
局
か
ら
「
地
域
で
支
え
る
高
齢
者
」

の
番
組
取
材
が
あ
り
、
ダ
ン
ス
同
好

会
の
方
々
が
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
日
吉
高
齢
者
学
級
（
社
交
ダ
ン
ス
）

は
月
一
回
、
ダ
ン
ス
同
好
会
は
月
二

回
、
八
幡
公
民
館
で
練
習
。
メ
ン
バ

ー
は
男
女
二
十
六
人
で
代
表
者
で
あ

る
小
嶌
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
ブ
ル

ー
ス
・
マ
ン
ボ
・
ジ
ル
バ
・
ル
ン
バ

と
曲
に
合
わ
せ
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
踊
り

ま
す
。 

　
背
筋
を
伸
ば
し
て
踊
る
姿
は
年
齢

を
感
じ
さ
せ
な
い
ほ
ど
い
き
い
き
と

し
て
い
ま
し
た
。 

色
で
癒
さ
れ
、子
ど
も
に
触
れ
て
、 

　
　子
ど
も
の
病
気
に
つ
い
て
学
ぶ 

　「
桃
色
物
語
」
代
表
で
カ
ラ
ー
セ

ラ
ピ
ス
ト
の
河
末
正
子
先
生
が
「
色

で
ス
ト
レ
ス
発
散
！
〜
ス
ト
レ
ス
発

散
法
の
ヒ
ン
ト
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？
〜
」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
行

い
ま
し
た
。 

　
講
演
で
は
、
紙
に
ク
レ
ヨ
ン
や
色

え
ん
ぴ
つ
で
自
由
に
色
を
塗
る
「
ら

く
が
き
セ
ラ
ピ
ー
」
を
体
験
。
そ
の

描
き
方
や
色
の
使
い
方
な
ど
で
そ
の

人
の
深
層
心
理
・
潜
在
意
識
を
知
る

方
法
や
、
色
の
効
果
や
パ
ー
ソ
ナ
ル

カ
ラ
ー
を
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と

な
ど
の
講
話
に
、
参
加
し
た
お
母
さ

ん
方
は
う
な
ず
い
た
り
、
熱
心
に
メ

モ
を
と
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。 

▲色で変わる顔色の変化を指導 

▲ヨガ講座生成果発表 

▲土壁塗りの実演中　（写真　ギャラリー野月舎） 

▲終了証が手渡されました 

▲熱演する林家染丸さん ▲インファントマッサージで触れ合いの大切さを学ぶ 

▲子どもの病気や症状について丁寧に解説する相星副院長 

子育て 
講演会 

日　新 
公民館 

２
／
６
　
日
吉
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
イ
ン
フ
ァ
ン
ト
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

「
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
」
代
表
の
亀
澤
泉
先

生
が
「
触
育
っ
て
な
に
？
〜
子
ど
も

と
の
触
れ
合
い
を
大
切
に
〜
」
と
い

う
演
題
で
講
演
を
行
い
ま
し
た
。 

　
イ
ン
フ
ァ
ン
ト
と
は
乳
幼
児
、
触

育
と
は
人
と
の
触
れ
合
い
か
ら
学
び

育
て
る
こ
と
。
講
演
会
で
は
、
オ
イ

ル
（
太
白
ご
ま
油
）
を
使
っ
た
実
技

が
行
わ
れ
、
セ
ル
フ
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
自

分
自
身
で
行
う
）
や
イ
ン
フ
ァ
ン
ト

マ
ッ
サ
ー
ジ
（
赤
ち
ゃ
ん
に
行
う
）

な
ど
を
指
導
。
亀
澤
先
生
の
講
話
を

熱
心
に
聞
く
参
加
者
は
、
触
れ
合
い

の
大
切
さ
を
実
感
し
な
が
ら
、
楽
し

く
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。 

２
／
１９
　
東
市
来
保
健
セ
ン
タ
ー 

　
鹿
児
島
こ
ど
も
病
院
の
相
星
壮
吾

副
院
長
が
「
子
ど
も
を
守
る
プ
チ
医

学
〜
子
ど
も
に
多
い
病
気
の
症
状
と

そ
の
対
処
法
〜
」
と
い
う
演
題
で
講

演
を
行
い
ま
し
た
。 

　
講
演
に
は
、
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
方
約
四
十
人
が
参
加
。
相
星
副
院

長
は
、
子
ど
も
の
風
邪
や
発
熱
、
ア

レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
症
状
の
説
明
や
そ

の
対
処
法
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
。

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
話
し
ぶ
り
に
、

参
加
者
は
笑
っ
た
り
う
な
ず
い
た
り

し
て
い
ま
し
た
。 

　
最
後
は
質
疑
応
答
。
参
加
し
た
お

母
さ
ん
方
は
、
日
ご
ろ
の
子
育
て
で

気
に
な
る
薬
の
こ
と
や
風
邪
な
ど
の

感
染
症
の
予
防
に
つ
い
て
な
ど
熱
心

に
質
問
。
副
院
長
は
そ
れ
ぞ
れ
の
質

問
に
丁
寧
に
答
え
て
い
ま
し
た
。 

２
／
２６
　
市
中
央
公
民
館 

いつも笑顔で! 



た
こ
作
り 

　
た
こ
揚
げ
大
会 

日
置
小
学
校
附
属
幼
稚
園 

　
一
月
二
十
七
日
、
日
置
小
学
校
附

属
幼
稚
園
（
日
吉
）
で
た
こ
作
り
・

た
こ
揚
げ
大
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
親
子
で
た
こ
作
り
を
し
て
か
ら
外

は
木
枯
ら
し
の
吹
く
中
、
親
子
で
楽

し
く
た
こ
を
揚
げ
て
い
ま
し
た
。 

健
全
な
子
ど
も
の 

　
育
成
を
め
ざ
し
て 

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研
究
委
嘱
公
開 

　
一
月
十
九
日
、
日
吉
総
合
体
育
館

で
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研
究
委
嘱
公
開

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
日
置
小
学
校
親

子
読
書
会
「
お
は
な
し
ク
ロ
ー
バ
ー
」

の
寸
劇
が
あ
り
、
研
究
発
表
で
は
各

小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
発
表
。
そ
の
後
、

研
究
討
議
、
講
評
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
元
大
分
県
佐
伯
市
観
光
広

報
係
長
の
矢
野
大
和
氏
が
「
生
き
る

力
を
考
え
て
み
よ
う
」
と
い
う
演
題

で
講
演
。
家
庭
内
で
の
日
常
生
活
の

話
を
交
え
た
内
容
で
、
講
師
の
流
暢

な
語
り
口
に
会
場
は
笑
い
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。 

冬
に
集
う
お
話
会 

日
新
小
親
子
読
書
会 

　
一
月
二
十
七
日
、
日
新
自
治
公
民

館
で
日
新
小
親
子
読
書
会
主
催
の
冬

に
集
う
お
話
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
約
七
十
人

が
集
ま
り
、
火
鉢
や
囲
炉
裏
を
囲
み

な
が
ら
鹿
児
島
童
話
会
の
お
話
（
民

話
、
童
話
、
紙
芝
居
）
な
ど
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
静
か
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。 

「
安
全
な
登
下
校
」
に 

　
　
　
　大
き
な
力
！ 

南
九
州
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
寄
贈 

　
こ
の
度
、
南
九
州
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
（
伊
集
院
）
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
な
登
下
校
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
用
帽
子

と
腕
章
、
公
用
車
用
の
マ
グ
ネ
ッ
ト

シ
ー
ト
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 

　
昨
年
十
一
月
現
在
で
市
内
の
各
小

学
校
で
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
委
嘱
を

受
け
て
活
動
し
て
い
る
方
は
三
百
三

十
六
人
。
こ
の
中
に
は
、
帽
子
や
腕

章
を
着
け
ず
に
活
動
さ
れ
て
い
る
方

も
お
り
、
今
回
の
寄
贈
で
、
こ
れ
か

ら
数
年
後
ま
で
全
て
の
ス
ク
ー
ル
ガ

ー
ド
が
帽
子
や
腕
章
を
着
用
し
て
子

ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
市
の
公
用
車
に
貼

る
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
に
よ
り
、
防

犯
の
抑
止
力
と
し
て
大
き
な
威
力
を

発
揮
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

お
招
き
給
食
会 

日
新
小
学
校 

　
学
校
給
食
の
栄
養
の
大
切
さ
、
食

に
関
す
る
意
識
を
高
め
感
謝
の
気
持

ち
を
持
っ
て
も
ら
う
事
を
ね
ら
い
と

し
て
、
日
新
小
学
校
（
日
吉
）
で
一

月
二
十
一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
学

校
給
食
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
二
十
四
日
は
給
食
調
理
員
の
先
生

か
ら
給
食
に
携
わ
る
仕
事
を
聞
き
、

二
十
五
日
は
地
場
産
の
食
材
を
作
っ

て
い
る
生
産
者
（
酪
農
家
の
迫
千
穂

子
さ
ん
、
き
ゅ
う
り
生
産
の
的
場
勝

さ
ん
、
大
西
か
お
り
さ
ん
）
か
ら
の

話
を
聞
い
た
後
、
生
産
者
と
児
童
と

一
緒
に
給
食
を
食
べ
ま
し
た
。 

　
児
童
ら
は
、
日
ご
ろ
聞
け
な
い
酪

農
や
農
業
の
仕
事
の
話
に
興
味
深
く

聞
き
入
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。 

子
ど
も
の
創
造
教
育
に
理
解
深
ま
る 

子
育
て
講
演
会 

　
一
月
二
十
一
日
、
市
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
子
育
て
講

演
会
」
が
市
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、

東
京
都
出
身
で
子
ど
も
の
創
造
教
育

に
取
り
組
む
「
童
具
館
」
館
長
の
和

久
洋
三
さ
ん
が
「
子
ど
も
の
目
が
輝

く
と
き
」
と
題
し
て
講
演
。
会
場
に

は
子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
方
約
五
十

人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
子
を
持
つ
親
を
対
象
に
し
た
講
演

会
で
は
、
子
ど
も
の
遊
具
や
教
具
な

ど
遊
び
な
が
ら
子
ど
も
の
創
造
力
を

養
う
「
童
具
」
な
ど
の
開
発
を
手
が

け
、
実
際
に
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ

う
創
造
教
育
に
取
り
組
む
和
久
さ
ん

が
、
子
ど
も
の
創
造
性
や
そ
れ
を
養

う
教
育
に
つ
い
て
、
体
験
談
や
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
講
演
。
和
久
さ

ん
の
講
話
に
参
加
者
は
笑
っ
た
り
、

う
な
ず
い
た
い
り
し
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
当
日
は
託
児
室
も
あ
り
、

子
ど
も
を
あ
ず
け
た
お
母
さ
ん
方
は
、

安
心
し
て
講
演
会
に
参
加
で
き
て
い

た
よ
う
で
す
。 

お
い
し
い
野
菜
を
あ
り
が
と
う 

吹
上
の
農
産
物
を
学
ぶ
食
育
授
業 

　
吹
上
地
域
の
農
産
物
を
学
ぶ
食
育

授
業
が
一
月
二
十
五
日
、
和
田
、
花

田
両
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
和
田
小
学
校
に
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
生
産
者
と
、
同
地
区
の
直
売
所
「
ひ

ま
わ
り
館
」
の
出
荷
生
産
者
三
人
が

招
か
れ
ま
し
た
。 

　
講
師
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
生
育
の

状
況
を
イ
ラ
ス
ト
で
説
明
し
た
り
、

お
い
し
い
時
期
や
形
を
身
振
り
手
振

り
で
解
説
し
た
り
し
ま
し
た
。 

　
児
童
は
「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
ほ
か

に
何
か
栽
培
し
て
い
ま
す
か
」「
一

番
お
い
し
い
料
理
法
は
何
で
す
か
」

な
ど
、
熱
心
に
質
問
。
吹
上
の
農
産

物
に
興
味
を
抱
い
た
よ
う
す
で
し
た
。 

　
こ
の
日
の
給
食
は
、
生
産
者
と
一

緒
に
食
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
い
つ

も
お
い
し
い
野
菜
を
あ
り
が
と
う
」

と
感
謝
状
と
手
作
り
の
カ
レ
ン
ダ
ー

を
手
渡
し
ま
し
た
。
生
産
者
は
思
い

が
け
な
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
満
面
の
笑

み
を
浮
か
べ
ま
し
た
。 

再
来
年
夏
の
収
穫
を
楽
し
み
に 

扇
尾
小
学
校
「
し
い
た
け
駒
打
ち
体
験
」 

　
二
月
十
二
日
、
扇
尾
小
学
校
（
日

吉
）
の
全
校
児
童
が
し
い
た
け
駒
打

ち
を
体
験
し
ま
し
た
。 

　
県
農
林
水
産
林
務
係
の
担
当
者
指

導
の
も
と
、
準
備
し
て
い
た
ク
ヌ
ギ

の
原
木
に
ド
リ
ル
で
穴
を
開
け
、
そ

の
穴
に
児
童
が
椎
茸
菌
を
植
え
込
ん

で
い
く
作
業
で
す
。 

　
北
風
の
吹
く
中
、
校
庭
で
の
作
業

に
手
が
か
じ
か
ん
だ
り
し
ま
し
た
が
、

ど
の
児
童
も
真
剣
に
駒
打
ち
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
原
木
は
二
年
間
、
育
成
さ
せ
再
来

年
の
夏
に
収
穫
予
定
。
収
穫
さ
れ
た

し
い
た
け
は
給
食
の
材
料
と
し
て
使

わ
れ
る
そ
う
で
す
。 

生
徒
５５
人 

　立
志
の
誓
い
を
胸
に 

日
吉
中
学
校
立
志
式 

　
二
月
七
日
、
日
吉
中
学
校
で
、
立

志
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
立
志
式
は
、
二
年
生
を
対
象
に
「
自

覚
と
奮
起
を
促
す
た
め
」
の
行
事
。

当
日
は
、
男
女
五
十
五
人
の
生
徒
が

立
志
の
誓
い
を
胸
に
刻
ん
で
い
た
よ

う
で
す
。 

▲生産者に感謝状を贈る児童 



　今年度日置市全地域で男性の生活習慣が悪
いという健康実態調査の結果を受け、日置市
食生活改善推進員協議会では「男性の食育」
を重点的に取り組んでいます。 

　日置市になって２回目の交流会が開
かれました。 
　各地域の「男性の食育」についての
活動発表やグループに分かれて取り組
みの課題や今後に向けての意見交換が
活発になされました。 
　なかなか人集めは難しいけれど、公
民館や男性が属する各団体に働きかけ
ていくことや、献立も簡単なものから
取り組み、はじめから終わりまで全体
的にかかわれるような実習の工夫が必
要だといった意見が出されました。 

  

伊
集
院
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

上
野
　
結
衣
　
　
和
好
　
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
一
区 

松
下
　
　
翼
　
　
美
佐
子
　
妙
円
寺
一
区 

提
　
　
柚
心
　
　
雄
輝
　
　
中
福
良 

福
留
　
綾
希
　
　
勝
利
　
　
郡
上 

牧
之
内
凛
音
　
　
直
哉
　
　
郡
下 

岩
田
　
優
大
　
　
一
郎
　
　
徳
重
東 

竹
本
　
和
華
　
　
尚
己
　
　
清
藤 

増
山
　
歩
真
　
　
裕
樹
　
　
妙
円
寺
九
区 

荒
谷
　
ゆ
い
　
　
祐
樹
　
　
郡
上 

榎
園
　
脩
斗
　
　
武
志
　
　
瀬
戸
内 

上
新
悠
空
斗
　
　
正
史
　
　
瀬
戸
内 

春
内
　
天
斗
　
　
喜
之
　
　
瀬
戸
内 

春
内
　
沙
陽
　
　
喜
之
　
　
瀬
戸
内 

黒
木
　
麻
帆
　
　
泰
治
　
　
郡
内 

畠
中
　
悠
斗
　
　
史
郎
　
　
古
城 

諸
正
　
寛
斗
　
　
大
五
郎
　
妙
円
寺
三
区 

菊
永
　
蓮
音
　
　
喬
太
　
　
古
城 

 

東
市
来
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

谷
口
　
桜
華
　
　
健
　
　
　
江
口 

南
之
園
晃
介
　
　
秀
征
　
　
田
之
湯 

石
原
　
壱
紗
　
　
竜
一
　
　
田
之
湯 

久
保
恵
未
菜
　
　
浩
一
　
　
荻 

今
田
　
有
咲
　
　
利
実
　
　
下
養
母 

宇
都
　
心
晴
　
　
洋
一
　
　
上
伊
作
田 

西
上
原
優
斗
　
　
要
　
　
　
堀
内 

 

日
吉
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

上
野
　
姫
愛
　
　
裕
司
　
　
日
置
麓 

 

吹
上
地
域 

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
） 

新
堀
　
晃
大
　
　
秀
彦
　
　
下
中
之
里 

漆
島
　
夢
依
　
　
久
志
　
　
下
田
尻 

松
元
　
悠
聖
　
　
宏
樹
　
　
新
川
原 

山
下
　
祐
樹
　
　
憲
博
　
　
下
中
之
里 

     

伊
集
院
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

榎
園
サ
キ
子
　
　
80
　
中
神
殿 

假
屋
フ
ヂ
ノ
　
　
85
　
下
土
橋 

有
馬
　
藤
春
　
　
88
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
二
・
三
区 

眞
田
　
文
三
　
　
80
　
猪
鹿
倉 

坂
上
　
ト
ヨ
　
　
92
　
上
土
橋 

茶
屋
道
イ
チ
子
　
59
　
妙
円
寺
二
区 

四
郎
園
フ
ヂ
ヱ
　
82
　
末
永 

　
村
ハ
ツ
ミ
　
　
87
　
つ
つ
じ
ヶ
丘
一
区 

濱
田
未
知
子
　
　
92
　
駅
前 

柿
内
　
明
美
　
　
68
　
下
土
橋 

加
治
屋
ミ
チ
子
　
76
　
下
神
殿
二
区 

奥
　
ユ
ミ
子
　
　
75
　
中
福
良 

米
澤
　
ミ
エ
　
　
88
　
妙
円
寺
七
区 

今
村
　
　
肇
　
　
85
　
や
は
ず
の
里 

石
川
　
ハ
ル
　
　
108
　
清
藤 

 

東
市
来
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

上
野
　
一
利
　
　
77
　
野
下 

田
淵
　
耕
作
　
　
54
　
高
塚
西 

山
下
ア
キ
ヱ
　
　
87
　
大
平 

福
田
　
ミ
ヱ
　
　
87
　
北
山 

山
之
内
重
志
　
　
90
　
堀
内 

福
田
ヱ
ミ
子
　
　
84
　
北
山 

立
和
名
政
彦
　
　
84
　
野
下 

木
場
キ
ヨ
子
　
　
82
　
元
湯 

永
井
福
貴
子
　
　
70
　
平
迫
比
良 

清
藤
　
　
二
　
　
88
　
田
代 

鉾
之
原
三
吉
　
　
88
　
鉾
之
原 

橋
口
　
　
肇
　
　
75
　
上
野
西 

中
園
　
キ
ミ
　
　
84
　
下
養
母 

脇
田
　
　
登
　
　
83
　
下
養
母 

 

日
吉
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

宮
原
　
直
行
　
　
78
　
中
区 

新
内
　
新
吉
　
　
93
　
日
新 

奥
　
　
俊
治
　
　
83
　
二
潟 

木
村
ト
ミ
子
　
　
71
　
日
新 

下
内
ツ
ヨ
子
　
　
80
　
青
松
園 

 

吹
上
地
域 

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
） 

内
野
惠
利
子
　
　
57
　
南
湯
之
元 

岩
元
八
千
代
　
　
89
　
小
野
浜 

黒
葛
　
秋
男
　
　
70
　
上
与
倉 

池
田
　
フ
ミ
　
　
92
　
下
中
之
里 

竹
之
内
孝
司
　
　
90
　
入
来 

西
園
　
喜
弘
　
　
86
　
入
来 

川
野
　
ノ
ブ
　
　
80
　
南
湯
之
元 

片
平
　
　
弘
　
　
72
　
北
湯
之
元 

山
下
　
勝
子
　
　
90
　
喜
楽
奈
村 

秋
葉
チ
ヤ
子
　
　
80
　
下
田
尻 

山
之
内
ハ
ツ
ミ
　
67
　
新
川
原 

　
留
　
ス
ズ
　
　
89
　
坂
元 

下
園
　
ヒ
デ
　
　
73
　
下
和
田 

加
治
屋
保
行
　
　
66
　
下
中
之
里 

馬
籠
　
チ
エ
　
　
82
　
平
鹿
倉 

福
永
ナ
ツ
子
　
　
93
　
下
中
之
里 

梶
原
　
キ
ミ
　
　
80
　
中
田
尻 

　
　
ゆ
　
い
 

　
　
　
つ
ば
さ
 

　
　ゆ
ず
　み
 

　
　あ
や
　の
 

　
　
り
　
お
 

　
　ゆ
う
だ
い
 

　
　
わ
　
か
 

　
あ
ゆ
ま
 

 　
し
ゅ
う
と
 

は
　
く
　
と
 

　

た
か
と
 

　
　
さ
　
よ
 

　
　
ま
　
ほ
 

　
ゆ
う
と
 

　
ひ
ろ
と
 

　
　
れ
の
ん
 

   　
お
う
か
 

　
こ
う
す
け
 

　
か
ず
き
 

え
　
み
　
な
 

　
あ
り
さ
 

　
し
ん
せ
い
 

　
ゆ
う
と
 

   　
　
ひ
よ
り
 

   　
　
あ
さ
と
 

　
　
ゆ
　
い
 

　
ゆ
う
せ
い
 

　
ゆ
う
き
 

２
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

２
月
受
付
分
（
敬
称
略
）  

▲湯田小学校父親クラブでの男性料理教室 
　（平成19年12月16日） 

▲上市来校区子育てセミナーでの男性料理教室 
　（平成19年10月27日） 

▲安永３年（1774年）に建立された 
　石敢當（せっかんとう） 

グ
ル
ー
プ
意
見
交
換 

東市来地域おやじの会 
での調理実習の様子 

日置市食生活改善推進員交流会 
２月６日（吹上中央公民館） 

手つきも 
なかなかですよ 

帰ったら奥さんに 
作ってあげられる 
かな 

40歳代の男性の 
肥満割合27％ 

▲
 

グ
ル
ー
プ
意
見
交
換 

▲
 

活
動
発
表 

▲
 

和
や
か
な
交
流
会 

▲
 

各
地
域
か
ら
五
十
一
人
の
推
進
員
が 

集
ま
り
ま
し
た 

▲
 

各地域の実施状況 
吹　上：市役所男性職員等14人 
日　吉：地区公民館教室生13人 
伊集院：シルバー人材・ハンサム教室生15人 
東市来：上市来校区おやじの会・湯田小父親クラブ33人 
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28

男性 
女性 

全体 30代 50代 70代 

肥満度（BMI25以上）の年代別割合 

10.2

2.7
3.8

9.5
10.6

15.3

健
康
で
あ
り
続
け
る
た
め
に 

日
置
地
区
中
央
公
民
館
活
動 

　
二
月
二
十
三
日
、
せ
っ
ぺ
と
べ
ひ

よ
し
館
（
日
吉
）
で
健
康
づ
く
り
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
講
師
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
「
チ
ェ
ス
ト
伊
集
院
」
の
船

倉
祥
子
先
生
で
す
。 

　
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
や
室
内
で
で
き

る
体
操
な
ど
話
を
交
え
な
が
ら
の
指

導
に
参
加
者
は
息
を
弾
ま
せ
楽
し
そ

う
に
運
動
を
し
て
い
ま
し
た
。 

健
や
か
な
郷
土
づ
く
り
の
た
め
に 

ふ
れ
あ
い
文
化
財
史
跡
め
ぐ
り
歩
こ
う
会 

　
二
月
十
六
日
、
東
市
来
地
域
鶴
丸

校
区
で
、
第
二
十
九
回
ふ
れ
あ
い
文

化
財
史
跡
め
ぐ
り
歩
こ
う
会
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
文
化
財
、
史
跡
散
策
を

通
じ
て
、
郷
土
に
対
す
る
認
識
を
深

め
、
地
理
的
特
性
や
歴
史
・
自
然
と

の
調
和
を
生
か
し
た
郷
土
づ
く
り
を

図
る
た
め
に
、
市
教
育
委
員
会
と
東

市
来
地
域
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
が
毎
年
行
い
ま
す
。
今
年
は
、
鶴

丸
校
区
の
散
策
で
、
鶴
丸
小
学
校
の

校
庭
に
集
合
し
ま
し
た
。 

　
四
百
五
十
人
の
各
校
区
参
加
者
や

一
般
参
加
者
で
校
庭
は
あ
ふ
れ
、
四

班
に
分
か
れ
散
策
し
、
鶴
丸
城
跡
、

大
日
寺
跡
、
春
日
神
社
、
永
山
在
兼

（
あ
り
か
ね
）
の
墓
、
石
敢
當
（
せ

っ
か
ん
と
う
）
な
ど
を
め
ぐ
り
、
各

史
跡
の
説
明
担
当
に
な
っ
た
中
学
生

や
各
班
の
講
師
か
ら
説
明
を
受
け
、

有
意
義
な
散
策
と
な
り
ま
し
た
。 

　
来
年
は
、
伊
作
田
校
区
の
史
跡
散

策
で
す
。
皆
さ
ん
も
い
い
機
会
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
？ 

24

～日置市食生活改善推進員協議会の重点活動～ 



市
内
に
在
住
の
６
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
 

①
氏
名
②
生
年
月
日
③
保
護
者
氏
名
④
お
子
さ
ん
の
近
況
・
お
子
さ
ん
へ
の
コ
メ
ン
ト
 

⑤
広
報
へ
の
ご
意
見
⑥
連
絡
先
を
添
え
て
、
市
役
所
総
務
企
画
部
企
画
課
（
住
所
は
 

末
㌻
）ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

小田　苗季ちゃん（１歳１０か月） 

父　明さん　母　潔子さん 
（吹上町中之里） 

　おしゃべりが大好きな苗季ちゃん。
いつもたくさんの笑顔をありがとうね。 

■おかあさんから 

みつ　き 

田中　快音くん（１歳６か月） 

父　誠さん　母　真由美さん 
（吹上町中原） 

　好奇心旺盛で、家でも外でも元気一
杯遊んでいます。また公園に行ってた
くさん遊ぼうね。 

■おかあさんから 

かい と 

元気のある 

お子さんの写真を 

募集しています。 

 

　「
日
置
チ
ー
ム
総
合
第
六
位
」。
今
年
の
県
下
一
周
市
郡
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
（
以
下
、

県
下
一
周
）
で
活
躍
し
、
一
昨
年
総
合
八
位
、
昨
年
総
合
七
位
と
一
つ
ず
つ
順
位
を
上
げ

て
き
た
日
置
チ
ー
ム
。
そ
こ
に
は
死
力
を
尽
く
し
て
激
走
し
た
選
手
の
が
ん
ば
り
は
も
ち

ろ
ん
、
そ
の
影
で
チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
て
き
た
ス
タ
ッ
フ
の
支
え
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
兄
弟
で
県
下
一
周
に
携
わ
る
の
は
吹
上
地
区
後
援
会
の
兄
今
屋
政
市
さ
ん
と
日
置
チ
ー

ム
コ
ー
チ
の
弟
今
屋
讓
さ
ん
。
讓
さ
ん
は
県
下
一
周
に
過
去
三
回
の
出
場
経
験
が
あ
り
、

前
監
督
か
ら
誘
わ
れ
コ
ー
チ
に
。
女
子
チ
ー
ム
コ
ー
チ
を
経
て
現
在
は
男
子
チ
ー
ム
コ
ー

チ
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。「
県
下
一
周
の
コ
ー
チ
は
七
年
目
。
練
習
会
で
は
、
選
手
の

タ
イ
ム
計
測
や
健
康
管
理
、
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
し
ま
す
。
県
下
一
周
は
晴
れ
の
舞
台
。

自
分
の
経
験
か
ら
、
現
役
選
手
に
も
県
下
一
周
の
感
動
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い

で
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
」
と
讓
さ
ん
。
一
方
、
政
市
さ
ん
は
平
成
十
三
年
に
立
ち
上

げ
た
吹
上
地
区
後
援
会
の
創
設
メ
ン
バ
ー
の
一
人
。
ス
ポ
ー
ツ
好
き
で
、
讓
さ
ん
の
陸
上

を
い
つ
も
見
て
き
た
政
市
さ
ん
は
「
選
手
に
と
っ
て
、
沿
道
で
の
声
援
は
大
き
な
力
に
な

る
。
地
元
出
身
選
手
だ
け
で
な
く
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
る
よ
う
皆
で
応
援
し
て
い
き
た
い
」

と
応
援
に
も
熱
が
入
り
、
県
下
一
周
の
ほ
か
、
女
子
、
中
学
生
駅
伝
も
応
援
し
て
い
ま
す
。 

　
今
大
会
、
吹
上
か
ら
七
人
の
選
手
が
出
場
し
、
高
校
生
や
大
学
生
の
活
躍
が
目
を
見
張

る
日
置
チ
ー
ム
。「
社
会
人
と
練
習
す
る
学
生
は
社
会
経
験
が
で
き
、
こ
の
経
験
が
こ
れ
か

ら
の
選
手
を
成
長
さ
せ
る
。
こ
れ
か
ら
も
チ
ー
ム
の
成
長
を
見
守
り
続
け
た
い
」
と
二
人
。

チ
ー
ム
を
引
っ
張
っ
て
い
く
若
い
世
代
と
、
そ
れ
を
支
え
る
ス
タ
ッ
フ
。
日
置
チ
ー
ム
の

今
後
の
活
躍
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。 

今屋　政市さん〔55歳〕 

吹上町永吉（印口自治会） 

いま　や　　　 まさ いち 

今屋　　讓さん〔49歳〕 
いま　や　　　　　 ゆずる 

　東市来地域杉之迫自治会の、国道３号線脇の三叉路に、
「石敢當」と刻まれた石碑があります。安永３年（1774）
に建てられたもので、高さ164㎝・幅35㎝・厚さ22㎝
です。東市来地域には同じような石碑が16基ありますが、
その中で最大のものです。おそらく県内でも最も大き
な石敢當のひとつでしょう。 
　「石敢當」は「石敢当」と書かれることもあります。
もともとは中国のもので、日本では沖縄に多く見られ
ます。鹿児島でも各地で作られており、日置市内でも
多く見かけます。T字路や三叉路などの道路のつき当
たりに建てられており、魔物の侵入を防ぐとされてい
ます。「石敢當」の由来ははっきりしませんが、昔の中
国の武将（もしくは力士）の名前であるともいわれて
います。 
　杉之迫の石敢當には、「石敢當」の文字の下に「右ゆ
のもととおり」と刻まれており、道標も兼ねていたと
推測されます。その右側に「安永三甲午十一月吉日」、
左側に「杉之迫郷中」の文字が刻まれています。 

本
庁
か
ら
車
で
１５
分
、 

東
市
来
支
所
か
ら
車
で
１
分 

Access

二石　政子さん（66歳） 日吉町神之川 

　定年を迎え、長野県の軽井沢に住む妹のすす
めで始めた小物づくりは今年で５年目になります。
ほとんど独学で学んできた小物づくり。「様々
な種類・色の布を自分のアイディアで組み合わせ、
イメージどおりに完成した時が一番うれしい」
と二石さん。自宅横のギャラリー兼工房では、
時間も忘れて創作に熱中することも。「夢は自
分のお店を持つこと」と張り切る二石さんからは、
小物づくりへの思いが伝わってくるようでした。 

　
ぼ
く
は
、八
十
才
に
な
っ
て
も
元
気
で
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
が
し
た
い

で
す
。父
の
影
響
で
ぼ
く
も
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
始
め
ま
し
た
。そ
し

て
、鹿
児
島
県
主
催
の
親
子
兄
弟
夫
婦
大
会
に
親
子
の
部
で
出

場
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。父
と
ペ
ア
を
組
ん
で
、と
て
も
楽
し

い
試
合
が
で
き
ま
し
た
。参
加
者
の
中
に
は
兄
弟
の
ペ
ア
、夫
婦

の
ペ
ア
、親
子
の
ペ
ア
で
出
場
し
て
い
る
家
族
も
あ
り
、ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
将
来
ぼ
く
も
、弟
と
組
ん
で
兄
弟

ペ
ア
、父
、母
と
組
ん
で
親
子
ペ
ア
な
ど
、い
ろ
ん
な
組
み
合
わ
せ

で
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
、楽
し
い
テ
ニ
ス
を
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

ま
だ
ま
だ
先
の
話
で
す
が
、ぼ
く
が
お
嫁
さ
ん
を
も
ら
っ
た
ら
、

「
夫
婦
ペ
ア
も
い
い
か
な
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
ぼ
く
も
今
年
中
学
校
に
入
学
す
る
け
ど
、出
来
る
事
な
ら
県

大
会
で
上
位
に
入
り
、全
国
大
会
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
が
、そ
れ
だ
け
で
な
く
、い
く
つ
に
な
っ
て
も
「
楽
し
い
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
」
が
出
来
る
よ
う
に
、苦
し
い
練
習
に
も
耐
え
て
が
ん
ば
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

ぼ
く
に
と
っ
て
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス 

湯
田
小
学
校
六
年
　
久
保
　
龍
太
郎
く
ん 

く
　
ぼ
　
　
　
り
ゅ
う
た
ろ
う 

写真左‐政市さん 
●たばこ農家 
　県下一周駅伝吹上地区後援会 
写真右‐讓さん 
●日置市消防本部北分遣所勤務 
　県下一周駅伝日置チームコーチ 

 

〈
引
用
参
考
文
献
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鹿児島県日置市 

市の人口（住民基本台帳） 

市の面積　253.06㎞2

総人口　52,326人（△107） 

　男　　24,432人（△　70） 

　女　　27,894人（△　37） 

世帯数　22,264　（△107） 
3月1日現在 （　）は前月比 

どんな料理ができるかな? 
　日吉老人福祉センターで行われた男

性料理教室。三角巾にエプロン姿の参

加者は、講師に指導を受けながら調理。

テキパキとした動きと手馴れた包丁さ

ばきは主夫さながらでした。 

（２/２６　男性料理教室　P１２関連記事） 
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坊 

　
吹
上
地
域
北
東
に
位
置
し
、
山
手
、

柱
野
、
坊
野
上
、
坊
野
下
、
高
田
、

田
代
野
の
六
自
治
会
で
構
成
さ
れ

る
坊
野
地
区
。
平
成
二
十
年
三
月

一
日
現
在
、
百
十
一
世
帯
、
二
百

十
四
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。 

　
県
指
定
文
化
財
の
「
黒
川
洞
穴
」

は
地
区
の
宝
。
地
名
の
由
来
も
、

洞
穴
内
に
建
て
ら
れ
た
「
児
の
塔
」

に
「
一
乗
妙
典
讀
誦
僧
覚
尊
」
と

銘
が
あ
り
、「
竜
厳
寺
（
一
乗
院
）

の
僧
坊
（
僧
侶
の
住
居
）
の
あ
る

野
（
原
）」
か
ら
坊
野
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。 

歴
史
を
未
来
に
生
か
す
ま
ち
づ
く
り 

坊
野
地
区
公
民
館（
吹
上
地
域
） 

ぼ
う
　
の 

坊野地区公民館 
（吹上地域） 

▲坊野歴史探訪（健康づくり歩こう会） 

▲地区運動会「縄ない競争」 

▲県指定文化財「黒川洞穴」は地区の宝。 ▲能勢清美館長 

野
地
区
に
は
県
指
定
文
化
財
の

「
黒
川
洞
穴
」
の
ほ
か
、
西
郷

隆
盛
に
ゆ
か
り
の
あ
る
手
洗
鉢
（
ち

ょ
う
ず
ば
ち
）
や
御
座
石
（
お
ん
ざ

い
し
）、
ま
た
誓
鎧
師
（
せ
い
が
い
し
）

の
墓
所
、
床
並
城
と
五
輪
塔
な
ど
数

多
く
の
史
跡
が
あ
り
、
文
化
財
保
存

や
地
区
史
の
発
行
等
に
地
区
を
挙
げ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

文
早
期
か
ら
の
住
居
跡
「
黒
川

洞
穴
」
や
、
縄
文
晩
期
の
「
黒

川
式
土
器
」
の
郷
と
し
て
『
歴
史
を

未
来
に
生
か
す
ま
ち
づ
く
り
』
を
積

極
的
に
す
す
め
て
い
る
地
区
。
地
区

公
民
館
は
二
十
数
年
前
に
閉
校
し
た

坊
野
小
学
校
跡
に
設
置
さ
れ
、
構
造

改
善
セ
ン
タ
ー
や
屋
内
体
育
館
も
併

設
さ
れ
ま
し
た
。
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
地
区
公
民
館
を
拠
点
と
し
て
、

生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
に
よ

っ
て
地
区
民
の
親
睦
も
盛
ん
。
近
年

は
「
め
ざ
そ
う
　
長
寿
の
郷
　
日
本

一
」「
笑
い
と
笑
顔
の
郷
　
坊
野
」

を
合
い
言
葉
に
、
健
康
づ
く
り
活
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

月
に
行
わ
れ
る
坊
野
歴
史
探
訪

（
健
康
づ
く
り
歩
こ
う
会
）
は
、

「
元
気
な
市
民
づ
く
り
運
動
」
推
進

を
受
け
て
始
ま
っ
た
取
り
組
み
。
毎

年
、
約
五
十
人
の
住
民
が
参
加
し
、

地
元
の
史
跡
を
歩
い
て
め
ぐ
る
こ
と

で
、
地
区
の
歴
史
を
学
び
な
が
ら
健

康
増
進
も
図
れ
る
と
、
参
加
者
か
ら

好
評
で
す
。 

な
い
競
争
」
は
地
区
運
動
会

の
伝
統
種
目
。
今
年
で
第
二

十
八
回
を
数
え
た
運
動
会
の
初
回
か

ら
続
く
種
目
は
、
選
手
が
縄
を
な
う

速
さ
を
競
う
市
内
で
も
珍
し
い
競
技
。

日
ご
ろ
の
健
康
づ
く
り
が
功
を
奏
し
、

炎
天
下
で
の
競
技
で
も
皆
元
気
い
っ

ぱ
い
。
今
で
は
全
員
が
プ
ロ
顔
負
け

の
腕
前
で
、
競
技
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 月

十
六
日
に
は
地
区
を
組
織
す

る
六
自
治
会
が
統
合
し
、
坊
野

自
治
会
と
な
り
ま
し
た
。「
様
々
な

行
事
で
積
極
的
な
住
民
参
加
、
い
つ

も
笑
い
が
絶
え
な
い
地
域
で
す
。
少

子
高
齢
化
の
悩
み
は
ど
こ
も
同
じ
。

そ
れ
な
ら
、
わ
が
地
域
は
高
齢
者
が

い
き
い
き
と
過
ご
せ
る
地
域
に
し
よ

う
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
地
区
内

全
集
落
で
〝
い
き
い
き
サ
ロ
ン
〞
設

立
が
今
後
の
目
標
。
こ
れ
か
ら
も
歴

史
を
守
り
な
が
ら
、
住
民
が
元
気
な

地
域
に
し
た
い
で
す
」 

縄 

一 「
縄 

三 




